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評  価  書 

 
 
                                                        令和７年１１月 
                                   宮 城 県 
 
 令和７年度に行った公共事業再評価の結果は、以下のとおりである。 

 
記 

１ 対象事業名 
① 一般国道 286 号支倉道路改良事業 
② 出来川総合流域防災事業 
③ 洞堀川総合流域防災事業 

 
 
２ 事業の概要 

  別紙のとおり   
 
 
３ 県民生活及び社会経済に対する効果並びに把握方法 

  別添１のとおり「事業の進捗状況」、「事業を取り巻く社会経済情勢等の変化」、「代替案
との比較」、「コスト縮減」、「費用対効果」の項目で事業効果を把握した。 

 
 
４ 評価の経過 

令和７年 ７月３１日 行政活動の評価に関する条例第５条の書面（評価調書）の確定 
令和７年 ８月 １日 宮城県行政評価委員会への諮問 
令和７年 ８月 １日～８月３１日  条例第９条に基づく県民意見聴取 
令和７年 ８月２７日 同委員会公共事業評価部会（第１回開催） 
令和７年 ９月１２日 同委員会公共事業評価部会（現地調査） 
令和７年１０月３０日 同委員会公共事業評価部会（第２回開催） 
令和７年１１月１１日 同委員会及び同委員会公共事業評価部会からの答申 
令和７年１１月１８日 県の最終評価（評価書）の確定 

 
 

５ 行政評価委員会の意見 
対象３事業を「事業継続」とした県の評価に対し、すべて「妥当」とした。 
なお、次のとおり事業の実施に関する意見が付された。 
 
今後の事業の実施に関する意見 
 
一般国道 286 号支倉道路改良事業 
 マニュアルにより算出される便益に加え、数値化が困難な便益についても可能な限り明記 
し、県民に理解しやすい形で情報発信に努めること。 
 
出来川及び洞堀川総合流域防災事業 
 河川事業の性質上工期が長期間に渡ることが多いことから、近年の気候変動に伴う大雨等 
の気象災害の激甚化・頻発化も考慮し、国における気候変動を踏まえた計画の見直し等の動 
向について引き続き注視しつつ事業を推進すること。 
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６ 評価の結果 
評価の結果の詳細は、別添１のとおり。 
なお、事業の実施に関する意見に対しては、以下のとおり対応する。 

 
  一般国道 286 号支倉道路改良事業 
    今後、マニュアルにより算出される便益に加え、数値化が困難な便益がある場合は、可能な限り明 

記し、県民により分かりやすく発信する。 
 
出来川及び洞堀川総合流域防災事業 
 近年の気候変動に伴う大雨等の気象災害の激甚化・頻発化を考慮し、国における気候変動を踏ま 
えた計画の見直し等の動向について引き続き注視しつつ、事業推進に努める。 
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（別紙） 

 公共事業再評価に係る評価書の概要 

 

番号 事業名 

事業 

採択 

年度 

完成 

予定 

年度 

事業目的・事業概要 

全  体 

事業費 

(億円) 

進捗率 

(％) 

行政評価委員会

（公共事業評価部

会）の意見 

評価の結果 

 

1 

 

 

 

 

 

 

 

一般国道 286

号支倉道路改

良事業 

 

H28 

 

 

 

 

 

 

 

R11 

 

 

 

 

 

 

 

 一般国道 286 号は、宮城県仙台市青葉区を

起点とし、柴田郡川崎町を経由し、山形県山

形市に至る延長約 65 ㎞（うち宮城県内延長約

34 ㎞）の幹線道路であり、第 1 次緊急輸送道

路に指定されている。 

 当該工区は、急峻な地形に沿った道路であ

り、幅員狭隘、線形不良など道路構造上の課

題がある現道となっており、安全な通行に支

障を来しているため、バイパスによる線形改

良により、安全で円滑な交通の確保を図るも

のである。 

 

 

 施工延長 L=1.3km 

 

 

55.7 

 

 

 

 

 

 

 

35.5 

 

 

 

 

 

 

 

事業継続妥当 

 

【今後の事業実施

に関する意見】 

マニュアルにより

算出される便益に

加え、数値化が困

難な便益について

も可能な限り明記

し、県民に理解し

やすい形で情報発

信に努めること。 

 

 

 

事業継続 

 

【意見への対応】 

 

今後、マニュアル

により算出される

便益に加え、数値

化が困難な 便益

がある場合は、可

能な限り明記し、

県民により分かり

やすく発信する。 
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出来川総合流

域防災事業 

 

S63 

 

R30 

 

出来川は、下流部は国営農業水利事業、上

流部は局部改良事業により改修されているも

のの、流下能力が低く、痩堤となっているた

め、大雨洪水時には漏水、天端越水等により

沿川では浸水被害が頻発している。このため、

引堤嵩上げ等により堤防強化、流下能力を確

保し、沿川の治水安全度の向上を図るもので

ある。 

 

 

 

  河川改修延長 L=6,330m 

 築堤 V=378,000m3、掘削 V=189,000m3、 

 護岸 12,700m2、道路橋 3 橋、 

サイフォン等 

 

95.3 

 

46.1 

 

 

 

 

 

 

 

事業継続妥当 

 

【今後の事業実施

に関する意見】 

河川事業の性質上

工期が長期間に渡

ることが多いこと

から、近年の気候

変動に伴う大雨等

の気象災害の激甚

化・頻発化も考慮

し、国における気

候変動を踏まえた

計画の見直し等の

動向について引き

続き注視しつつ事

業を推進するこ

と。 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業継続 

 

【意見への対応】 

 

近年の気候変動に

伴う大雨等の気象

災害の激甚化・頻発

化を考慮し、国にお

ける気候変動を踏

まえた計画の見直

し等の動向につい

て引き続き注視し

つつ、事業推進に努

める。 
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洞堀川総合流

域防災事業 

 

H2 

 

 

 

 

 

R20 

 

 

 

 

 

洞堀川は河積が小さく流下能力が低いた

め、洪水時には流域で越水し、耕地及び家屋

の浸水被害が発生している。このため土地区

画整理事業と併せて、未改修部分の蛇行修正

と築堤及び河積の拡大により、大和町の中心

市街地である吉岡地区の治水安全度向上を図

るもの。 

 

 

 

 河川改修延長 L=2,725m 

 築堤 V=8,000m3、掘削 V=130,000m3、 

  橋梁 11 橋、樋門・樋管 18 ヶ所 

   

 

24.1 

 

 

 

 

 

61.5 
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（ 別 添 １ ） 

 

 

 

 

 

 

評 価 結 果 

 

 

 

 

 

・一般国道 286 号支倉道路改良事業 

 

・出来川総合流域防災事業 

 

・洞堀川総合流域防災事業 
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評 価 結 果 

 
作 成 年 月 日 令和 7年 11 月 18 日 

事 業 担 当 課 道 路 課 

事 業 名 
一般国道 286 号 

支倉
はせくら

道路改良事業 
補助･交付金･単独の別 

交

付

金 

事業主体 宮 城 県 

施 行 地 名 柴田郡川崎町大字支倉
はせくら

地内 【位置図後掲】 管理主体 宮 城 県 

根 拠 法 令 道路法第 56 条、第 74 条 

事

業

の

概

要 

事業目的  

一般国道 286 号は、宮城県仙台市青葉区を起点とし、柴田郡川崎町を経由し、山形県山

形市に至る延長約 65ｋｍ（うち宮城県内延長約 34ｋｍ）の幹線道路であり、第 1 次緊急

輸送道路に指定されている。 

当該工区は、急峻な地形に沿った道路であり、幅員狭隘、線形不良など道路構造上の課

題がある現道となっており、安全な通行に支障を来しているため、バイパスによる線形改

良により、安全で円滑な交通の確保を図るものである。 

 

事業内容  

事 業 着 手 時 
(平成 28 年度) 

 
【計画概要】               
延長    Ｌ＝１．３ｋｍ 
道路幅員  Ｗ＝６．５（１２．０）ｍ 
道路規格  ３種２級 
設計速度  ６０ｋｍ／ｈ 
 

再 評 価 時 
(令和 7 年度 ) 

同上 

 
※計画幅員は“W=車道幅員（全幅）”を表しています。 

【事業内容の変更状況とその要因】 
特になし 
 

事業費  

 
 

 
全体事業費        費用負担内訳 

 内用地費及
び補償費 

国 
[ 50 %] 

県 
[ 50 %] 

市町村 
[ ‐ %] 

その他 
[ - %] 

事 業 着 手 時 
(平成 28 年度) 

39.6 億円 0.9 億円 19.8 億円 19.8 億円 
 

- 億円 
 

- 億円 

再 評 価 時 
(令和 7 年度) 

55.7 億円 0.9 億円 27.85 億円 27.85 億円 
 

- 億円 
 

- 億円 

※事業費増加度(重点評価実施基準 指標 4) 
=(再評価時事業費-事業着手時事業費)/事業着手時事業費= 40.7% 
 
 

【事業費の変更状況とその要因】 
・物価変動や消費税率改定などに伴う増額 
・現場条件の変更に伴う増額（施工時に発生した岩塊等の破砕・運搬処理の増工） 
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事

業

の

概

要 

〇事業費増減対照表 

 事業着手時 

(平成 28 年度) 

再評価時 

(令和 7 年度) 
増減 

変更の 

主な理由 

事業量 事業費 事業量 事業費 事業量 事業費      

本工事費  
93.7% 

37.1 億円 
 

94.8 % 

52.8 億円 
－ 

97.5% 

+15.7 億円 
 

道路改良工 L=1.3km 26.0 億円 L=1.3km ３６.０億円 － +10.0 億円 
・物価変動、消費税

率改定等に伴う増 

橋梁工 2 橋 11.1 億円 2 橋 １６.８億円 － ＋５.７億円 

・物価変動、消費税

率改定に伴う増 

・現場条件の変更に

伴う増 

測量及び 

試験費 
一式 

4.0% 

1.6 億円 
一式 3.6% 

   2.0 億円 
－ 

2.5％ 

＋0.4 億円 

・物価変動、消費税

率改定に伴う増 

用地費及び 

補償費 
一式 

2.3% 

0.9 億円 
一式 1.6% 

   0.9 億円 
－ 

0％ 

0.0 億円 
 

合計 一式 
100% 

39.6 億円 
一式 

100% 

  55.7 億円 
－ 

100.0% 

+16.1 億円 
 

 

事業の進捗状況 規則第 24条第 1 号関係  

〇事業期間 

事業着手時 
(平成 28 年度) 

再評価時 
(令和 7 年度) 

事業採択年度 H.28 年度 事業採択年度 H.28 年度 

用地買収着手年度 R.元年度 用地買収着手年度 R.元年度 

工事着手年度 R.2 年度 工事着手年度 R.2 年度 

計画変更実施年度 - 計画変更実施年度 - 

完成予定年度 R.11 年度 完成予定年度 R.11 年度 

※事業停滞年数(重点評価実施基準指標 1)= 0 年 
※事業工期延伸度(重点評価実施基準指標 3) 

=(変更後予定事業期間)/(当初予定事業期間)= 14 / 14 =1.00 
 
〇進捗率 

     令和 6年度までの   ※( ):前回再評価時 

 

事業費 進捗率 内用地費 進捗率 

（ － ） 

19.8 億円 

（ － ） 

35.5% 

（ － ） 

0.9 億円 

（ － ） 

100.0% 

※事業工程乖離度(重点評価基準指標 2) 
=(累加投資事業費/現全体事業費)-(累加年単純割額/現全体事業費) 
=( 19.8 / 55.7 )-( (55.7 / 14)×9  / 55.7 ) 
=( 35.5 )%-( 64.3 )%= ▲28.8% 

 
【事業の進捗状況(順調でない場合にはその要因)】 
・用地の一部区間において、国有保安林があり、令和 4 年 9 月 9 日に保安林指定の解除を
実施し、整備に必要な用地については全て完了した。 

・（仮）3 号橋梁下部工が令和 4 年度に完成し、令和 5 年度から（仮）3 号橋梁上部工に着
手し、令和 7 年度の工事完成に向けて工事を進めている 

・なお、今後着手を予定している、全体事業費に占める割合が大きいトンネル工事や（仮）
２号橋梁工事があるため、事業費ベースの進捗率は上記のとおりとなっているが、事業
工程については計画どおり進捗しており、順調である。 

6



事

業

の

概

要 

【今後の進捗の見込み(事業スケジュール表後掲)】 
・（仮）2号トンネルについては、令和 8 年度から令和 10 年度にかけて、掘削工事や舗装工
事等を実施する予定。 

・（仮）2 号橋梁については、令和 10年度から令和 11年度にかけて、下部工工事や上部工
工事を実施し、令和 11年度の供用を目標に工事を進めていく。 

 

施設管理の予定･管理状況  

・事業区間の道路施設は宮城県が管理することになる。 
・県土を支える社会資本の持続可能な維持管理・更新を行うため、AI 等の新技術を活用し
た効率的な維持管理に努めていく。 

・なお、平成 13年度から全県的に推進しているアドプトプログラム「みやぎスマイルロー
ド・プログラム」※を活用し、清掃や緑化等の美化活動に努めていく。 

 
※「みやぎスマイルロード・プログラム」 
 道路美化等のボランティア活動に意欲を持つ地域住民や企業を「スマイルサポーター」
に認定し、スマイルサポーター・地元市町村・宮城県（道路管理者）の三者のパートナ
ーシップにより、県管理道路の一定区間の清掃や美化活動、歩道の除雪などを実施する
制度。 

※当該事業と一連で施工している仙台市施行分については、今後仙台市が管理することと
なる。 

 

事

業

の

必

要

性 

上位計画等  

・新・宮城の将来ビジョン：令和 2年 12 月策定 

・土木・建築行政推進計画（2021～2030）アクションプラン（前期）：令和 3年 1 月策定 

・土木・建築行政推進計画（2021～2030）アクションプラン（中期）：令和 7年 3 月策定 

・宮城の道づくり基本計画：令和 3年 3月策定 

・宮城の道づくり基本計画：令和 7年 3月改訂 

当該箇所は、宮城の道づくり基本計画において、基本目標「災害に強い道づくり」を達

成するための取り組み「災害に強い道路網の構築」として位置付けられている。 

また、基本目標「富県躍進を支える道づくり」を達成するための取り組み「地域の発展

を支え、地域間連携を強化する道路の整備」としても位置付けられている。 

 

事業を巡る社会経済情勢等 規則第 24条 2号関係  

○社会経済情勢 

・現況交通量 現道 R3センサス 交通量 9,330 台/日 

・本路線は、災害対策基本法に基づき、宮城県防災会議が策定した宮城県地域防災計画に

おいて第 1 次緊急輸送道路として指定されており、県内で被災があった際には、本路線

を介して被災地への物資輸送等に利用されるなど、災害時の緊急輸送道路として重要な

役割を果たしている。 

・国道 286 号は宮城県と山形県を結び東北地方南部における東西主要幹線軸を構築する重

要な路線となっており、当該工区においては、川崎町と仙台市の行政界に位置し、仙南

圏域の地域間交流の要所となっている。 

○地元情勢、地元の意見 

・当該工区は、急峻な地形に沿った道路となっており、幅員狭隘、線形不良など道路構造

上の課題がある現道となっており、安全な通行に支障を来している。 

・本事業が完成することで、幅員狭隘、線形不良が解消され、安全で円滑な交通が確保さ

れるため、地元関係者から早期完成の期待が寄せられており、事業効果の早期発現に向

けて、引き続き事業を推進していく。 

 平成 26年度～令和 7年度 宮城県町村会 

      「国道 286 号碁石から赤石までの道路整備の早期完了」の要望 

 平成 30年 9月～令和 6年 9 月 仙台市・川崎町広域行政連絡協議会 

「国道 286 号（赤石～碁石間）バイパス整備の早期完成」の要望 

 平成 30年 8月 宮城県県南サミット（県南 4市 9 町長会議） 

      「一般国道 286 号整備の早期完成について」の要望 
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事

業

の

有

効

性 

事業効果  

○効果の発現状況 
・現時点で供用している箇所が無いため、整備効果の発現には至っていない。 
 
○想定される事業効果 

（１）車両通行の安全確保【交通事故減少便益】 
幅員狭隘かつ線形不良箇所が解消され、道路利用者の安全で安心な自動車交通が確保
される。 

（２）緊急輸送道路としての機能強化 
  大型車等の安全なすれ違いが可能となるため、災害発生時における緊急輸送道路とし

ての機能強化が期待される。 
（３）安全で安心な暮らしと利便性向上【走行時間短縮便益、走行経費減少便益】 

バイパス整備による円滑な自動車交通が確保され、幅員狭隘、線形不良区間が解消さ
れるため、通過時間の短縮が図られることから、仙南圏域の地域間交流の更なる活性
化が期待される。（走行時間は 3.3 分短縮される。） 
また、冬期の積雪や夏期の大雨時においては、当該事業区間がネックとなり、代替 
ルートとしての機能を十分果たしていない状況となっていることから、本事業が完成
されることにより、仙山交流と広域通行の安心・安全に大きな効果をもたらすことが
期待される。 
加えて周辺の住民からは、国営みちのく杜の湖畔公園があり、休日には来園者車両に
よる走行速度の低下が発生しているとの声が上がっている。本事業によりバイパスが
整備されることで走行環境が改善されるため、これらの速度低下の緩和が期待される。 

（４）防災機能の向上 
  バイパスを整備することで、現道に隣接した地すべりや土石流の警戒区域の崩壊によ

る通行止めのリスクが解消され、防災機能の向上が期待される。 
（５）広域道路ネットワークの強化 
  山形自動車道が通行止めになった際に、国道 286 号が迂回路として機能することとな

るため、本事業の整備により、東北地方南部のリダンダンシー※が確保され、信頼性の
高い広域道路ネットワークが構築される。 

  ※リダンダンシー 
  「冗長性」、「余剰」を意味する英語であり、国土計画上では、自然災害等による障害

発生時に、一部の区間の途絶や一部施設の破壊が全体の機能不全につながらないよう
に、予め交通ネットワークやライフライン施設を多重化する等、予備の手段が用意さ
れている様な性質を示す。（国土交通省 HP より引用） 

（６）救急医療の安定化 
  本事業の整備により、走行時間が短縮し、救急医療施設への搬送時間も短縮されるこ

とで、救命効果の向上など、救急医療体制の安定化が期待される。 
（７）環境への配慮 
  本事業の整備により、車両の走行時間が短縮され、CO２排出量の削減が期待される。 
 

事

業

の

効

率

性 

関連事業の概要･進捗状況等  

〇近接道路改良事業 

・国道 286 号（南赤石工区）道路事業（仙台市施行分） 

  L＝約 1.4 ㎞（事業実施中） 

 

 

 

代替案との比較検討 規則第 24条第 3 号関係  

・事業着手時において、複数案で比較検討を実施しており、経済性等の観点から評価し、

最も優位となる案を選定した現計画が最良であり、代替案はない。 
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コスト縮減計画 規則第 24条第 4 号関係  

以下の項目でコスト縮減を図っている。 

 ・再生資源の積極的な活用     

   道路改良工事に使用する砕石、アスファルト合材について、再生資材を積極的に活

用することにより、コスト縮減を図っていく。 

 ・現場発生材の有効利用 

   本工事のトンネル掘削に伴い工事間で調整がつかない建設発生土については、民間

の建設発生土受入れ先の公募も含め検討することで、資源の有効活用や工事のコスト

削減を図っていく。 

事

業

の

効

率

性 

費用対効果 規則第 24条第 5 号関係  

根拠マニュアル：費用便益分析マニュアル（国土交通省 道路局 都市局 令和 7 年版） 

社会的割引率:4% 

便益算定期間:50 年間       （単位：億円）（ただし、B/C の単位は除く。） 

区分 

事業着手時 
基準年 

(平成 28 年度) 

再評価時 
基準年 

(令和 7 年度) 

全体 全体 残事業 

費
用
項
目 

建設費 - 114.25 46.82 

維持管理費 - 6.49 6.49 

総費用 - 120.75 53.32 

現在価値(C) - 119.75 45.27 

便
益
項
目 

走行時間短縮便益 - 323.62 323.62 

走行経費減少便益 - 14.76 14.76 

交通事故減少便益  - 0.26 0.26 

総便益 - 338.63 338.63 

現在価値(B) - 128.84 128.84 

費用便益比(B/C) - 1.08 2.85 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※事業着手の前年度に行う事業箇所評価が震災以降休止していたため、事業着手時 

の B/C は算出していない。 

※当該事業は仙台市施行分と一連の事業となっており、費用対効果算出時の費用につ

いては、仙台市施行分を含めた費用で算出している。 

 

【便益の概要、主な算出根拠】 

計画交通量（令和 22 年推定）11,000 台／日 

※便益発生年 令和 12年度  

※算出便益 

 「走行時間短縮便益」：道路の整備の有無による総走行時間費用の差で表す便益 

 「走行経費減少便益」：道路の整備による走行経費（燃料費や車両償却費等の走行条件に 

           より改善される経費）の差で表す便益 

 「交通事故減少便益」：道路の整備の有無による社会的損失（交通事故による人的、物的 

          損失等）の差で表す便益 

環
境
へ
の
影
響
と
対
策

地域指定状況等  

特になし 

 

影響と対策  

・道路改良に伴い発生する盛土法面や切土法面は、植生基材吹付による植生を行い、自然
環境へ配慮する。 

9



 
  

・当該地区は宮城環境影響評価要綱で定められた対象事業に該当しないが、当該事業にか
かる周辺の地域環境及び自然環境への影響について、平成 26 年 2 月から平成 27 年 1 月
にかけて道路環境調査を実施し、事業実施による環境への影響を調査している。 

・結果として、鳥類のハヤブサ、ミサゴの繁殖が確認されているが、低騒音振動重機を利
用し、動物の生態系に影響を与えないように配慮している。 

・また、両生類や陸上昆虫類については、当該事業の実施により、環境を大きく改変する
計画ではない為、事業の影響は軽微であると考えている。 

 

総
合
評
価 

対応方針  

事業継続 
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事

業

表 

  
 
 
 
 
 
 
 

位

置

図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11
年   度

調査設計

用地補償

工事

：事業着手時 ：再評価時 
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（参考資料１） 
 

事業概要図 
 

 

事業名 

 

一般国道 286 号 

支倉
はせくら

道路改良事業 

 

施工地名 

 

柴田郡川崎町大字支倉地内 

平面図 
 
 
 
 
 
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 支
倉
道
路
改
良
事
業
 
L=
1.
3
㎞
 

至
 
仙
台
市
 

至
 
川
崎
町
 

（
仮
）
3
号
橋
梁
 

L
=
9
4
m 

（
仮
）
2
号
ト
ン
ネ
ル
 

L=
6
18
m 

（
仮
）
2
号
橋
梁
 

L=
38
m 

道
路
区
間
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（参考資料１） 
 

事業概要図 
 

 

事業名 

 

一般国道 286 号 

支倉
はせくら

道路改良事業 

 

施工地名 

 

柴田郡川崎町大字支倉地内 

 

標準横断図 
 
 
 
 
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【橋梁部】 

【一般部】 

【トンネル部】 
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（参考資料２） 
 

事業施行状況等 
 

 

事業名 

 

一般国道 286 号 

支倉
はせくら

道路改良事業 

 

施工地名 

 

柴田郡川崎町大字支倉地内 

施工状況写真（代表箇所） 
 
 
 
 
 
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施工状況（（仮）3号橋梁架設） 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

施工状況（支倉台入口交差点部） 
 

 

至 仙台市 

至 川崎町 

至 仙台市 

至 川崎町 
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（参考資料４）
様式－２

費用便益分析の結果

路線名 事業名 延長 事業種別
現拡・ＢＰ・そ

の他の別

国道286号 支倉工区 L=2.70km ＢＰ

計画交通量
(台/日)

車線数 事業主体

11,000 ２ 宮城県

① 費　用

事　業　費 維持管理費 更新費 合　　計

基 準 年

単純合計 114.25億円 6.49億円 0.00億円 120.75億円 

うち残事業分 46.82億円 6.49億円 0.00億円 53.32億円 

基準年における
現在価値 (Ｃ)

117.37億円 2.38億円 0.00億円 119.75億円 

うち残事業分 42.88億円 2.38億円 0.00億円 45.27億円 

② 便　益

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

合　　計

基 準 年

供 用 年

単年便益
（初年便益）

7.08億円 0.28億円 0.01億円 7.37億円 

基準年における
現在価値 (Ｂ)

123.33億円 5.41億円 0.10億円 128.84億円 

うち残事業分 123.33億円 5.41億円 0.10億円 128.84億円 

令和７年度

令和７年度

令和12年度
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③ 結　果 （参考資料４）

【 事 業 全 体 】
[参考] [参考]

1.08 1.66 2.12

〔4%〕 〔2%〕 〔1%〕

[参考] [参考]

9 億円 79.5 億円 136 億円 

〔4%〕 〔2%〕 〔1%〕

※〔〕内は社会的割引率

【 残 事 業 】
[参考] [参考]

2.85 4.22 5.29

〔4%〕 〔2%〕 〔1%〕

[参考] [参考]

83.6 億円 153 億円 209 億円 

〔4%〕 〔2%〕 〔1%〕

※〔〕内は社会的割引率

注）費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

費用便益比（Ｂ／Ｃ）

経済的純現在価値（Ｂ－Ｃ）

12.0%

4.4%

経済的内部収益率（ＥＩＲＲ）

経済的内部収益率（ＥＩＲＲ）

費用便益比（Ｂ／Ｃ）

経済的純現在価値（Ｂ－Ｃ）
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交通状況の変化

事業名：国道286号（支倉工区）

（推計時点    R22　　年）

交通量※1 [台/日]

走行時間※２ [分]

走行時間費用※3 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

走行時間費用 [億円/年]

走行時間短縮便益 [億円/年]

※１：　当該道路内の平均値または代表的な値を記載する。

※２：　配分計算結果を用いる場合と当該道路の代表的な速度から算出する場合がある。　

※３：　費用便益分析マニュアルに従い車種別、区間別に算出したものの合計値である。

※４：　当該事業により大きな変化が生じる道路について３～５路線程度以内で記載する。

※５：　②主な周辺道路における交通量の予測地点は、事業全体と残事業で同地点において設定する。

（参考資料４）

様式－３①

整備なし(A) 整備あり(B)

①新設・改築道路
（バイパス等）

L＝2.70km

0 11,000

0.0 3.8

0.00 9.05

②主な周

辺道路※4

【現道】
国道286号
支倉工区
L=2.70km

9,100 0

7.1 0.0

14.15 0.00

東北縦貫
自動車道
(菅生PA～
仙台南IC間）
L=7.20km

46,700 46,300

7.6 7.6

87.93 87.10

(主)岩沼
蔵王線
L=1.61km

7,600 7,100

2.4 2.3

4.14 3.79

(一)秋保
温泉川崎線
L=5.00km

1,600 1,000

7.5 7.5

2.23 1.39

(一)秋保
温泉愛子線
L=5.07km

6,600 6,400

9.7 9.6

12.45 11.95

合計：5,591.57km 13,771.36 13,764.32 7.03

③その他道路合計 13,650.45 13,651.04

走行時間費用
整備なし(A)

走行時間費用
整備あり(B)

走行時間短縮便益
(A - B)
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（２） 図面（①、②に該当する道路を明示すること）

457

457

４８

286

286

６２
132

160

３１

Ｅ４

Ｅ４

Ｅ４

Ｅ４８

２５

119

４８ 457

Ｅ４８

②-4 主な周辺道路
（主）秋保温泉川崎線

②-1 主な周辺道路
【現道】国道286号

②-2 主な周辺道路
東北縦貫自動車道

（菅生PA～仙台南IC間）

②-3 主な周辺道路
(主)岩沼蔵王線

②-5 主な周辺道路
（主）秋保温泉愛子線

①新設・改築道路
国道286号（支倉工区）

L=2.70km
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（参考資料４）
様式－３②

費用便益分析の条件

事業名： 国道286号（支倉工区）

（２）
項目 チェック欄

費用便益分析マニュアル

（令和７年８月　国土交通省　道路局　都市局）

その他 □

分析対象期間 50年間

社会的割引率 ４％

基準年次 令和７年度

１時点のみ推計 ■（R22）

複数時点での推計 □

整備の有無それぞれで交通流を推計 ■

整備の有無のいずれかのみ推計 □ 有　　　□ 無
いずれかのみの推計とした理由を記載

道路交通センサスをベースとした自動車ＯＤ表

（三段階推定法）

パーソントリップ調査をベースとした自動車ＯＤ表

（四段階推定法）

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

交 　　　無 ■

通 　　　有 □

流 考慮した開発交通量（トリップ数） （　　）台ﾄﾘｯﾌﾟ/日

推 考慮した理由を記載

計
Ｑ－Ｖ式を用いた配分 □

転換率式を用いた配分 □

Ｑ－Ｖ式と転換率式の併用による配分 ■

均衡配分（リンクパフォーマンス関数を用いた配分） □

簡易手法 □

小規模事業である □

山間部海岸部で併行道路が少ない □

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
簡易手法の考え方（将来交通量の設定方法等）

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

各回の配分終了時の速度を交通量でウェイト付け

して設定
採用理由を記載

最終配分の速度 □
採用理由を記載

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

算出マニュアル
■

分析の基本的事項

交通流の
推計時点

推計の状況
いずれかのみ
の推計の場合

推計に用いた
ＯＤ表

■
（H27センサス）

□

開発交通量の
考慮

有の場合のみ

配分交通量の
推計手法 簡易手法の

採択理由

速度設定の
考え方

■

交通量が、交通容量（Ｑｍａｘ～Ｑｍｉｎ）以上の路線、交通容量（Ｑｍｉｎ～Ｑｍａｘ）の路線等が混在
した配分結果となっているため、費用便益算出においては、速度差の生ずる「加重平均速度」を
用いた。
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事業名： 国道286号（支倉工区） （参考資料４）

（３）
項目 チェック欄

考慮しない ■

考慮する □

面的に考慮 □

対象路線のみ考慮 □

採用した休日係数 （　　　）　％
休日係数を考慮した理由および採用した休日係数の考え方を記載

考慮しない ■

考慮する □

採用した通行止め日数 （　　　）　日

とり止め交通を考慮する □
とり止め交通を考慮しない場合はその理由、考慮した場合はその考え方を記載

考慮しない ■

考慮する □

採用した冬期日数 （　　　）　日
採用した冬期日数の考え方を記載

冬期の走行速度と交通容量の関係
設定の考え方を記載

■

□

費用便益分析マニュアルの値を使用 ■

独自に設定した値を使用 □
　算出根拠を添付すること

費用便益分析マニュアルの値を使用 ■

独自に設定した値を使用 □
　算出根拠を添付すること

中央分離帯の有無を考慮 ■

中央分離帯の有無を考慮しない □

考慮しない ■

考慮する □
　（考慮の場合、算出根拠を添付すること）

その他

便
益
の
算
定

休日交通の
影響 考慮する

場合のみ

災害等による
通行止めの

影響 考慮する
場合のみ

交通流推計の
時点以外の
便益の算定

ブロック別・車種別走行台キロの伸び率による設定

その他
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

採用した通行止め日数の考え方を記載

冬期交通の
影響 考慮する

場合のみ

車種別時間
価値原単位

車種別走行
経費原単位

交通事故減少
便益算定

走行時間短縮・走
行経費減少・交通
事故減少以外の便

益
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事業名： 国道286号（支倉工区） （参考資料４）

（４）
項目 チェック欄

詳細事業計画による値を採用 ■

標準投資パターンを採用 □

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □
維持管理費の設定根拠を記載

　宮城県の維持管理費実績に基づき算出
更新費の設定根拠を記載

　更新対象なしのため考慮しない

積雪地域または寒冷地域である □

考慮しない ■

考慮する □

事業費を考慮 □

維持管理費を考慮 □
当該道路整備が行われない場合の費用を考慮した理由及び考え方を記載（対策内容、費用等）

その他

４．その他

　　上記のほか、Ｂ／Ｃの算定にあたっての問題点があれば、記述。

費
用
の
算
定

事業費

維持管理費

更新費

雪寒費

当該道路整備が
行われない場合

の費用 考慮する
場合のみ
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様式－４

       費用の現在価値算定表
維持管理費の単純単価の算出(消費税相当額含む)

箇所名：国道286号（支倉工区） 単価(億円) 延長(㎞) 単純価値(億円)

0.053 2.70 0.14
社会的 GDP 事業費（億円） 維持管理費（億円） 更新費（億円）
割引率 ﾃﾞﾌﾚｰﾀ 単純価値 現在価値 単純価値 現在価値 単純価値 現在価値

－14年目 H 28 4% 1.4233 100.2 0.583 0.89
－13年目 H 29 4% 1.3686 100.5 1.972 2.88
－12年目 H 30 4% 1.3159 100.4 3.065 4.30
－11年目 R 1 4% 1.2653 101.2 0.959 1.28
－10年目 R 2 4% 1.2167 101.9 1.694 2.17
－9年目 R 3 4% 1.1699 101.8 5.128 6.31
－8年目 R 4 4% 1.1249 102.7 6.070 7.12
－7年目 R 5 4% 1.0816 107.1 9.886 10.69
－6年目 R 6 4% 1.0400 107.1 19.321 20.09
－5年目 R 7 4% 1.0000 107.1 18.754 18.75
－4年目 R 8 4% 0.9615 107.1 12.896 12.40
－3年目 R 9 4% 0.9246 107.1 23.129 21.38
－2年目 R 10 4% 0.8890 107.1 8.981 7.98
－1年目 R 11 4% 0.8548 107.1 1.816 1.55

供用開始年次 R 12 4% 0.8219 107.1 0.13 0.11
1年目 R 13 4% 0.7903 107.1 0.13 0.10
2年目 R 14 4% 0.7599 107.1 0.13 0.10
3年目 R 15 4% 0.7307 107.1 0.13 0.09
4年目 R 16 4% 0.7026 107.1 0.13 0.09
5年目 R 17 4% 0.6756 107.1 0.13 0.09
6年目 R 18 4% 0.6496 107.1 0.13 0.08
7年目 R 19 4% 0.6246 107.1 0.13 0.08
8年目 R 20 4% 0.6006 107.1 0.13 0.08
9年目 R 21 4% 0.5775 107.1 0.13 0.07
10年目 R 22 4% 0.5553 107.1 0.13 0.07
11年目 R 23 4% 0.5339 107.1 0.13 0.07
12年目 R 24 4% 0.5134 107.1 0.13 0.07
13年目 R 25 4% 0.4936 107.1 0.13 0.06
14年目 R 26 4% 0.4746 107.1 0.13 0.06
15年目 R 27 4% 0.4564 107.1 0.13 0.06
16年目 R 28 4% 0.4388 107.1 0.13 0.06
17年目 R 29 4% 0.4220 107.1 0.13 0.05
18年目 R 30 4% 0.4057 107.1 0.13 0.05
19年目 R 31 4% 0.3901 107.1 0.13 0.05
20年目 R 32 4% 0.3751 107.1 0.13 0.05
21年目 R 33 4% 0.3607 107.1 0.13 0.05
22年目 R 34 4% 0.3468 107.1 0.13 0.05
23年目 R 35 4% 0.3335 107.1 0.13 0.04
24年目 R 36 4% 0.3207 107.1 0.13 0.04
25年目 R 37 4% 0.3083 107.1 0.13 0.04
26年目 R 38 4% 0.2965 107.1 0.13 0.04
27年目 R 39 4% 0.2851 107.1 0.13 0.04
28年目 R 40 4% 0.2741 107.1 0.13 0.04
29年目 R 41 4% 0.2636 107.1 0.13 0.03
30年目 R 42 4% 0.2534 107.1 0.13 0.03
31年目 R 43 4% 0.2437 107.1 0.13 0.03
32年目 R 44 4% 0.2343 107.1 0.13 0.03
33年目 R 45 4% 0.2253 107.1 0.13 0.03
34年目 R 46 4% 0.2166 107.1 0.13 0.03
35年目 R 47 4% 0.2083 107.1 0.13 0.03
36年目 R 48 4% 0.2003 107.1 0.13 0.03
37年目 R 49 4% 0.1926 107.1 0.13 0.03
38年目 R 50 4% 0.1852 107.1 0.13 0.02
39年目 R 51 4% 0.1780 107.1 0.13 0.02
40年目 R 52 4% 0.1712 107.1 0.13 0.02
41年目 R 53 4% 0.1646 107.1 0.13 0.02
42年目 R 54 4% 0.1583 107.1 0.13 0.02
43年目 R 55 4% 0.1522 107.1 0.13 0.02
44年目 R 56 4% 0.1463 107.1 0.13 0.02
45年目 R 57 4% 0.1407 107.1 0.13 0.02
46年目 R 58 4% 0.1353 107.1 0.13 0.02
47年目 R 59 4% 0.1301 107.1 0.13 0.02
48年目 R 60 4% 0.1251 107.1 0.13 0.02
49年目 R 61 4% 0.1203 107.1 -3.64 -0.44 0.13 0.02

  合　計 110.61 117.37 6.49 2.38 0.00 0.00

単純事業費計 114.25 6.49 0.00

注１）事業費の投資パターンは、費用便益分析の計算条件として設定した標準的な投資パターンであり、
　　　必ずしも全体の予算制約等を踏まえたものではない。
　　　このため、毎年度の予算の状況や、用地・工事の進捗により、実際の事業展開とは異なることがある。
　　　（投資パターンの変化による費用便益分析結果への影響等については、再評価及び事後評価として
　　　評価を実施。）
注２）評価対象期間最終年において、用地残存価値（割引後の用地費）を控除している。

割戻率年次  年度

（参考資料４）
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様式－４

       費用の現在価値算定表（残事業）
維持管理費の単純単価の算出(消費税相当額含む)

箇所名：国道286号（支倉工区） 単価(億円) 延長(㎞) 単純価値(億円)

0.053 2.70 0.14
社会的 GDP 事業費（億円） 維持管理費（億円） 更新費（億円）
割引率 ﾃﾞﾌﾚｰﾀ 単純価値 現在価値 単純価値 現在価値 単純価値 現在価値

－14年目 H 28 4% 1.4233 100.2
－13年目 H 29 4% 1.3686 100.5
－12年目 H 30 4% 1.3159 100.4
－11年目 R 1 4% 1.2653 101.2
－10年目 R 2 4% 1.2167 101.9
－9年目 R 3 4% 1.1699 101.8
－8年目 R 4 4% 1.1249 102.7
－7年目 R 5 4% 1.0816 107.1
－6年目 R 6 4% 1.0400 107.1
－5年目 R 7 4% 1.0000 107.1
－4年目 R 8 4% 0.9615 107.1 12.896 12.40
－3年目 R 9 4% 0.9246 107.1 23.129 21.38
－2年目 R 10 4% 0.8890 107.1 8.981 7.98
－1年目 R 11 4% 0.8548 107.1 1.816 1.55

供用開始年次 R 12 4% 0.8219 107.1 0.13 0.11
1年目 R 13 4% 0.7903 107.1 0.13 0.10
2年目 R 14 4% 0.7599 107.1 0.13 0.10
3年目 R 15 4% 0.7307 107.1 0.13 0.09
4年目 R 16 4% 0.7026 107.1 0.13 0.09
5年目 R 17 4% 0.6756 107.1 0.13 0.09
6年目 R 18 4% 0.6496 107.1 0.13 0.08
7年目 R 19 4% 0.6246 107.1 0.13 0.08
8年目 R 20 4% 0.6006 107.1 0.13 0.08
9年目 R 21 4% 0.5775 107.1 0.13 0.07
10年目 R 22 4% 0.5553 107.1 0.13 0.07
11年目 R 23 4% 0.5339 107.1 0.13 0.07
12年目 R 24 4% 0.5134 107.1 0.13 0.07
13年目 R 25 4% 0.4936 107.1 0.13 0.06
14年目 R 26 4% 0.4746 107.1 0.13 0.06
15年目 R 27 4% 0.4564 107.1 0.13 0.06
16年目 R 28 4% 0.4388 107.1 0.13 0.06
17年目 R 29 4% 0.4220 107.1 0.13 0.05
18年目 R 30 4% 0.4057 107.1 0.13 0.05
19年目 R 31 4% 0.3901 107.1 0.13 0.05
20年目 R 32 4% 0.3751 107.1 0.13 0.05
21年目 R 33 4% 0.3607 107.1 0.13 0.05
22年目 R 34 4% 0.3468 107.1 0.13 0.05
23年目 R 35 4% 0.3335 107.1 0.13 0.04
24年目 R 36 4% 0.3207 107.1 0.13 0.04
25年目 R 37 4% 0.3083 107.1 0.13 0.04
26年目 R 38 4% 0.2965 107.1 0.13 0.04
27年目 R 39 4% 0.2851 107.1 0.13 0.04
28年目 R 40 4% 0.2741 107.1 0.13 0.04
29年目 R 41 4% 0.2636 107.1 0.13 0.03
30年目 R 42 4% 0.2534 107.1 0.13 0.03
31年目 R 43 4% 0.2437 107.1 0.13 0.03
32年目 R 44 4% 0.2343 107.1 0.13 0.03
33年目 R 45 4% 0.2253 107.1 0.13 0.03
34年目 R 46 4% 0.2166 107.1 0.13 0.03
35年目 R 47 4% 0.2083 107.1 0.13 0.03
36年目 R 48 4% 0.2003 107.1 0.13 0.03
37年目 R 49 4% 0.1926 107.1 0.13 0.03
38年目 R 50 4% 0.1852 107.1 0.13 0.02
39年目 R 51 4% 0.1780 107.1 0.13 0.02
40年目 R 52 4% 0.1712 107.1 0.13 0.02
41年目 R 53 4% 0.1646 107.1 0.13 0.02
42年目 R 54 4% 0.1583 107.1 0.13 0.02
43年目 R 55 4% 0.1522 107.1 0.13 0.02
44年目 R 56 4% 0.1463 107.1 0.13 0.02
45年目 R 57 4% 0.1407 107.1 0.13 0.02
46年目 R 58 4% 0.1353 107.1 0.13 0.02
47年目 R 59 4% 0.1301 107.1 0.13 0.02
48年目 R 60 4% 0.1251 107.1 0.13 0.02
49年目 R 61 4% 0.1203 107.1 -3.64 -0.44 0.13 0.02

  合　計 43.18 42.88 6.49 2.38 0.00 0.00

単純事業費計 46.82 6.49 0.00

注１）事業費の投資パターンは、費用便益分析の計算条件として設定した標準的な投資パターンであり、
　　　必ずしも全体の予算制約等を踏まえたものではない。
　　　このため、毎年度の予算の状況や、用地・工事の進捗により、実際の事業展開とは異なることがある。
　　　（投資パターンの変化による費用便益分析結果への影響等については、再評価及び事後評価として
　　　評価を実施。）
注２）評価対象期間最終年において、用地残存価値（割引後の用地費）を控除している。

年次  年度 割戻率

（参考資料４）
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評 価 結 果 

 
作 成 年 月 日 令和 7 年 11 月 18 日 

事 業 担 当 課 河 川 課 

事 業 名 出来
で き

川
がわ

総合流域防災事業 
補助・交付金・単独

の別 
補助 事業主体 宮 城 県 

施 行 地 名 涌谷町
わくやちょう

、美里町
みさとまち

 【位置図後掲】 管理主体 宮 城 県 

根 拠 法 令 河川法第 60 条第 2 項 

事

業

の

概

要 

事 業 目 的  

出来川は、下流部は国営農業水利事業、上流部は局部改良事業により改修されているものの、流
下能力が低く、痩堤となっているため、大雨洪水時には漏水、天端越水等により沿川では浸水被害
が頻発している。このため、引堤嵩上げ等により堤防強化、流下能力を確保し、沿川の治水安全度
の向上を図るものである。 

事 業 内 容  

事 業 着 手 時 
（昭和 63 年度） 

河川改修延長Ｌ＝6,330m 
築堤、掘削、護岸、道路橋、サイフォン等 

再 々 評 価 時 
（平成 20 年度） 

河川改修延長Ｌ＝6,330m 
築堤 378,000m3、掘削 189,000m3、護岸 12,700m2、道路橋 3 橋、サイフ
ォン等 

再 々 評 価 時 
（令和 7 年度） 

同上 

【事業内容の変更状況とその要因】 

・変更なし 

事 業 費  

 

全体事業費 費用負担内訳 

 
内 用 地 費
及 び 補 償
費 

国 
[ 50 %] 

県 
[ 50 %] 

市町村 
[ － %] 

その他 
[ － %] 

事 業 着 手 時 
（昭和 63 年度） 

75.8 
億円 

3.5 
億円 

37.9 
億円 

37.9 
億円 

 
－ 億円 

 
－ 億円 

再 々 評 価 時 
（平成 20 年度） 

75.8 
億円 

5.6 
億円 

37.9 
億円 

37.9 
億円 

 
－ 億円 

 
－ 億円 

再 々 評 価 時 
（令和 7 年度） 

95.3 
億円 

5.6 
億円 

47.65 
億円 

47.65 
億円 

 
－ 億円 

 
－ 億円 

※事業費増加度（重点評価実施基準 指標 4） 
＝（再評価時事業費－事業着手時事業費）／事業着手時事業費 
＝（ 95.3 － 75.8 ）／ 75.8 ＝ 25.7％ 

【事業費の変更状況とその要因】 

・労務・物価上昇に伴う増額。 
・消費税率の変更に伴う増額。 
・働き方改革に掛かる諸経費率上昇に伴う増額。 
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事

業

の

概

要 

〇事業費増減対照表 
 事業着手時 

（昭和 63 年度） 

再々評価時 

（平成 20 年度） 

再々評価時 

（令和 7 年度） 

増減 

（平成 20 年度比） 変更の主な理由 

事業量 事業費 事業量 事業費 事業量 事業費 事業量 事業費 

本工事費 － 
46.7% 

35.4 
億円 

－ 
43.9% 

33.3 
億円 

－ 

44.7% 

42.6 

億円 

－ 
9.3 

億円 

労務・物価の上

昇等 

築堤・掘削・ 
護岸工 

L= 
6,330m 

35.4 
億円 

L= 
6,330m 

33.3 
億円 

L= 

6,330m 

42.6 

億円 
－ 

9.3 

億円 

労務・物価の上

昇等 

その他 － 
0.0 

億円 
－ 

0.0 

億円 
－ 

0.0 

億円 
－ 

0.0 

億円 
 

測量及び試験費 一式 

6.6% 

5.0 

億円 

一式 

6.6% 

5.0 

億円 

一式 

6.6% 

6.3 

億円 

－ 
1.3 

億円 
労務費の上昇等 

用地費及び補償費 一式 
4.6% 

3.5 
億円 

一式 
7.4% 

5.6 
億円 

一式 

5.9% 

5.6 

億円 

－ 
0.0 

億円 
 

その他工事費等 一式 
42.1% 

31.9 
億円 

一式 
42.1% 

31.9 
億円 

一式 

42.8% 

40.8 

億円 

－ 
8.9 

億円 

労務・物価の上

昇等 

合計  
100% 

75.8 
億円 

 
100% 

75.8 
億円 

 

100% 

95.3 

億円 

－ 
19.5 

億円 

労務・物価の上

昇等 

 

事 業 の 進 捗 状 況 規則第 24 条第 1 号関係  

〇事業期間 
事業着手時 

（昭和 63 年度） 
再々評価時 

（平成 20 年度） 
再々評価時 

（令和 7 年度） 

事業採択年度 S.63 年度 事業採択年度 S.63 年度 事業採択年度 S.63 年度 

用地買収着手年度 S.63 年度 用地買収着手年度 S.63 年度 用地買収着手年度 S.63 年度 

工事着手年度 S.63 年度 工事着手年度 S.63 年度 工事着手年度 S.63 年度 

  計画変更実施年度 － 計画変更実施年度 － 

完成予定年度 H.30 年度 完成予定年度 H.40（R.10）年度 完成予定年度 H.60（R.30）年度 

・再々評価時の完成予定年度は、今回再評価に際し見直したもの。 

※事業停滞年数(重点評価実施基準指標 1)＝5 年（停滞あり） 

※事業工期延伸度(重点評価実施基準指標 3) 

＝（変更後予定事業期間）／（当初予定事業期間）＝ 61 ／ 31 ＝1.97 

 

〇進捗率 

令和 6 年度までの   ※（ ）：前回再評価時 

 

事業費 進捗率 内用地費 進捗率 

(25.42) 

43.92 億円 

(33.5) 

46.1％ 

(3.2) 

3.2 億円 

(57.1) 

57.1％ 

※事業工程乖離度(重点評価基準指標 2） 

＝（累加投資事業費／現全体事業費）－（累加年単純割額／現全体事業費） 

＝（ 43.9 ／ 95.3 ）－（ 57.8 ／ 95.3 ） 

＝（ 46.1 ）％－（ 60.7 ）％＝ ▲14.6％ 

【事業の進捗状況（順調でない場合にはその要因）】 

・明治水門から上出来川橋までの現況堤防断面を補強し漏水対策を行っている。また令和 3 年度
からは、防災・減災、国土強靭化のための 5 か年加速化対策予算を活用し事業推進に努めてい
る。 

 

※防災・減災、国土強靭化のための 5 か年加速化予算 

激甚化する風水害等への対策として、令和 3 年度から令和 7 年度までの 5 か年に、重点的・集中的に対

策を講じていく予算である。 
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・当該事業区間の地盤は軟弱であり、地盤強度確保のため緩速載荷工法により施工しているため、
施工に時間を要しており年間投資可能額が限られてくる。このことから事業採択から現事業の
進捗状況を勘案し令和 30 年度まで延伸する。なお、他の軟弱地盤対策工と比較検討し、経済性
に優れる当工法を採用している。 

 

※緩速載荷工法 

  軟弱地盤上に盛土を急速に施工すると、盛土及び基礎地盤にすべり破壊や過大な変形が発生するため、

圧密の進行に合わせ時間をかけてゆっくり盛土することで地盤の強度増加を進行させて、安定を図る工法

である。 

 

【今後の進捗の見込み（事業スケジュール表後掲）】 
・事業区間（L=6,330m）においては、これまでの河川整備により 10 年に 1 回程度起こると予想さ
れる洪水規模（60m3/s）の治水安全度は概ね確保されており、今後は、洪水時の漏水を防止する
ために現堤防の腹付け盛土を行うほか、一部堤防高の満たない構造物付近の改修を進めていく。 
 

施 設 管 理 の 予 定 ・ 管 理 状 況  

・河川維持管理計画（案）(令和 2 年 9 月)を策定し、管理区間を重要度により 4 区分に分け、ａ区
間が月 1 回、b 区間が年 4 回、ｃ1 区間が年 2 回、ｃ2 区間が必要時にパトロールを実施し、必
要に応じ支障木伐採、堆積土砂撤去等の維持管理を実施している。なお、出来川はｂ区間の河川
に該当し、パトロール及び維持管理作業を行っている。 

 

事

業

の

必

要

性 

上 位 計 画 等  

・宮城県土木・建築行政推進計画（2021～2030）【宮城県土木部】(令和 7 年 3 月改訂) 

・北上川水系江合川（1）圏域河川整備計画（平成 21 年 10 月） 

・見える川づくり計画（2021）（令和 5 年 3 月） 

・北上川水系河川整備基本方針：国土交通省 水管理・国土保全局（平成 24 年 11 月 14 日変更） 

事 業 を 巡 る 社 会 経 済 情 勢 等 規則第 24 条 2 号関係  

○社会経済情勢 

1) 社会背景 

気候変動による災害の激甚化・頻発化を踏まえ、河川管理者が主体となって行う河川整備等
の事前防災対策を加速化させることに加え、あらゆる関係者が協働して流域全体で行う「流域
治水」への転換を推進し、総合的な対策を行っている。 

 

2) 過去の洪水実績 

・過去の浸水被害としては、平成 14 年 7 月の台風 6 号では、浸水家屋 26 戸、浸水面積 525ha の

被害があり、その他昭和 61 年 8 月、平成元年 8 月、平成 2 年、平成 6 年 9 月、平成 10 年 8 月、

平成 11 年 7 月、平成 11 年 9 月、平成 11 年 10 月、平成 14 年 7 月など。 

・前回再評価（H20）以降、令和元年東日本台風や令和 4 年 7 月豪雨など、沿川で度々浸水被害が 

発生している。 

表 出来川の水害実績（水害統計より作成） 
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3) 洪水発生時の主な影響 

・洪水氾濫により国道や市道等が冠水し通行止めとなる等、交通途絶に伴う周辺地域を含めた波 

及被害が発生している。また、沿川の病院、学校等の公共施設、集落や農業施設が冠水するな

ど、社会経済状況に大きな影響を及ぼした。 

 

○地元情勢、地元の意見 

・出来川改修促進期成同盟会 

・平成 15 年 4 月よりアドプト制度「みやぎスマイルリバー・プログラム」を展開しており、出来 

川において 1 団体（令和 2 年 8 月）がスマイルサポーターとして登録し、出来川山前河川緑地

等の除草・緑化活動を行い、河川管理に参画している。 

・度重なる浸水被害により、流域の住民や自治体から事業促進に対する強い要望がある。 

・度重なる洪水被害を経験しており、住民の防災意識は高く、沿川の涌谷町ではハザードマップ 

を作成している（平成 30 年 3 月）。 
 

※ハザードマップ：河川の氾濫等の浸水情報及び避難に関する情報を分かりやすく提供するため、市町村が

作成し公表している住民避難用の地図。堤防が決壊した場合に予想される「浸水区域」や「浸水深」、危

険が迫った場合の「避難所」などが示されている。 

 

事

業

の

有

効

性 

事 業 効 果  

○効果の発現状況 

・用地補償は、起点（明治水門）～出来川橋までの区間がほぼ完了している。本工事は築堤が起点
（明治水門）～栗島橋までの区間について、堤防強化（漏水対策）が図られ、地域（水田）の生
産性が向上している。また、付帯工事として田沼排水機場及び田沼サイフォンが改築済みとな
っている。 

 

○想定される事業効果 

・事業完了により、1/50 の治水安全度が確保される。 
・浸水被害の軽減により、交通途絶等の被害抑制に寄与するなど、交通インフラやライフライン確 

保の効果は大きい。 
 

※治水安全度：確率統計学的に求められた概ね何年かに 1回発生する規模の降雨による洪水が、氾濫しない 

ように定めた河川改修の安全度。（治水安全度 1/50：概ね 50 年に 1 回降る確率の雨に対して定めた河川

改修の安全度。） 

 

事

業

の

効

率

性 

関連事業の概要・進捗状況等  

・なし。 

 

代替 案との比較 検討 規則第 24 条第 3 号関係  

・計画については、特に江合川本川との合流点処理について、下記の理由によりセミバック堤方式 

を採用しており、現計画が最適であり代替案は無い。 

・出来川の流出が遅く、江合川本川がピーク時でも相当量の合流が予想されることから、自己流 

堤とした場合には、相当な容量の調節地または河道ポンプが必要となる。 

・完全バック堤とした場合は、バック区間がＪＲ東北本線地点まで及ぶため、多くの用地面積（約

26 万 m2）が必要となる。 

・合流点には、既に直轄により明治水門が設置されている。 

・近傍（同じ江合川水系）の田尻川がセミバック堤で処理されている。 

 

コ ス ト 縮 減 計 画 規則第 24 条第 4 号関係  

・前回評価(H20)から今回評価まで、約 37,000m3 の築堤材を他工区からの流用土を活用すること 

で、他工区における処分費も含め約 175 百万円のコスト縮減を行った。 

・引き続き、掘削土等を築堤材に流用するよう努め、今後もコスト縮減を図っていく。 
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事

業

の

効

率

性 

費 用 対 効 果 規則第 24 条第 5 号関係  

根拠マニュアル：治水経済調査マニュアル(案) 

（令和 6 年 4 月版 国土交通省水管理・国土保全局） 

社会的割引率：4％ 

便益算定期間:事業開始～事業完了+ 50 年後 

区分 
事業着手時 

基準年 
（昭和 63 年度） 

再評価時 
基準年 

（平成 15 年度） 

再々評価時 
基準年 

（平成 20 年度） 

再々評価時 
基準年 

（令和 7 年度） 

費
用
項
目 

事業費  7,440 百万円 7,580 百万円 9,532 百万円 

維持管理費  2,374 百万円 2,544 百万円 3,645 百万円 

費用の合計  9,814 百万円 10,124 百万円 13,177 百万円 

総費用（C）  7,819 百万円 8,012 百万円 18,074 百万円 

便
益 

便益の合計  128,601 百万円 70,292 百万円 386,115 百万円 

総便益（B）  45,726 百万円 35,554 百万円 180,090 百万円 

費用便益比（B/C）  5.848 4.437 9.964 

※事業着手時における費用便益比は算定していない。 

※平成 10 年度の再評価時は詳細審議該当事業のみ再評価調書を作成しており、出来川は詳細審議対象外で 

あったため、費用項目と便益については記載していない。 

※表示桁数の関係で計算値が一致しないことがある。 

※費用項目については、消費税を控除した金額である。 

 
【事業効果算出方法】 

・治水施設の整備及び維持管理に要する総費用と、治水施設整備によってもたらされる総便益（被

害軽減）を、社会的割引率及びデフレーターを用いて現在価値化して比較する。 

 
現在価値化 ：費用便益分析では、便益や費用を現在の価値として統一的に評価するために、将来または

過去における金銭の価値を現在の価値に換算する必要がある。 

社会的割引率：費用便益分析において、将来の便益や費用を現在の価値として統一的に評価（現在価値化）

する際に割り引くための比率である。国土交通省所管公共事業の費用便益分析で適用され

る社会的割引率は全て 4％とされており、4％と設定している。 

デフレーター：名目価格から実質価格を算出するために用いられる価格指数。 

 

【事業の費用（C）】 

(1) 事業費・維持管理費はデフレーターによる補正及び社会的割引率 4%を用いて現在価値化し、

費用を算定する。 

(2) 維持管理費は事業費の 0.5%/年とし、評価対象期間内（施設の完成後 50 年間）での維持管理

費を対象としている。 

費用の合計  13,177 百万円 → 総費用（現在価値化） 18,074 百万円 

費用便益比算定条件

基準年次：令和 7 年度 
完成年次：令和 30 年度 
評価対象期間：施設完成後 50 年間 
社会的割引率：4％ 

便益の算定 
被害防止便益 

費用の算定 
事業費
維持管理費

(事業費の 0.5%/ 年)

便益の現在価値 費用の現在価値 
(C) 

費用便益比 
（B/C） 

現在価値化 社
会
的
割
引
率 

デフレーター 

(B) 
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【事業の便益（B）】 

(1) 事業の便益（効果）は、河川改修によって軽減される被害額(=被害防止効果)を算出する｡ 

(2) 洪水は自然現象であるため、既往最大の洪水に対する経済的な分析を行うだけでは不十分で

あり、他の河川との比較や目標整備水準に対する妥当性に対する経済的な評価を行うため、

対象とする洪水の規模をその生起確率から設定する。 

(3) 計画規模を含むいくつかの確率年を設定し、治水施設の整備によって防止し得る被害額を便

益とする｡このとき被害額は一般資産、農作物、公共土木施設等、農地・農業用施設に区分し

て算出する｡ 

(4) 確率年別に求めた被害額に流量規模に応じた洪水の生起確率を乗じて求めた確率年別年平均

被害額を累計し年平均被害軽減期待額を算定する。年平均被害軽減期待額は、整備期間中は

事業費に応じて補正している。 

被害額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

便益の合計 386,115 百万円 → 総便益（現在価値化） 180,090 百万円 

 

○年平均被害軽減期待額（単位：百万円） 

年平均被害軽減期待額 5,048 百万円 

（後掲参考資料 4、費用対効果分析算定結果参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【算定していない便益等】 

・洪水氾濫による直接的、間接的な被害のうち、現段階で経済的に評価可能な被害の防止効果を便 

益として評価しており、算定していない被害防止便益が多く存在するため、算定している以上の 

便益があると考えられる。 

・算定していない主な被害防止便益は、交通遮断による波及被害、家庭における平時の活動阻害、 

被災事業所の営業停止による周辺事業所への波及被害、リスクプレミアム、高度化便益などがあ 

る。 
リスクプレミアム：被災可能性に対する不安 

高度化便益：治水安全度の向上による地価の上昇等 

 

【前回再評価時との違いの要因】 

・治水経済調査マニュアル改定に伴う被害額算定方法の変更、各種資産評価単価及びデフレーター 

の改定等による。 
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環
境
へ
の
影
響
と
対
策 

地 域 指 定 状 況 等  

・なし 

 

影 響 と 対 策  

・河床勾配が緩く洪水時の流速が 1.0m/s のため、構造物周り以外は基本的には張芝とする。また、

現況が板柵護岸で水際が単調になっているため、改修にあたっては平水面付近の侵食防止、水生

生物の生息空間の確保及び水際の創出を目的とした寄せ石等を平水面下に設置する。 

再

評

価

部

会

意

見

へ

の

対

応

状

況 

再 評 価 実 施 状 況  

再評価実施年度 平成 10 年度  

答
申 

答申 継続妥当 

条件 なし 

別紙意見 

１． 審議対象事業の実施に対する意見 

・なし 

２． 今後の事業実施に関する意見 

・なし 

評
価
結
果 

評価結果 事業継続 

対応方針 なし 

別紙意見に

対する対応

方針 

１． 審議対象事業の実施に対する意見への対応方針 

・なし 

２． 今後の事業実施に関する意見への対応方針 

・なし 

 

 

再評価実施年度 平成 15 年度  

答
申 

答申 継続妥当 

条件 なし 

別紙意見 

１． 審議対象事業の実施に対する意見 

・なし 

２． 今後の事業実施に関する意見 

・河川事業の再評価については、事業区間の広域化及び事業期間の 

長期化に伴い、事業効果が分かりにくくなっていることから、適 

切な事業単位とすることを検討するとともに、現在 5 年ごとの再 

評価の期間を適切な期間とするよう検討すること。 

評
価
結
果 

評価結果 事業継続 

対応方針 なし 

別紙意見に

対する対応

方針 

１． 審議対象事業の実施に対する意見への対応方針 

・なし 

２． 今後の事業実施に関する意見への対応方針 

・河川事業の再評価については、再評価の対象となる事業単位を現 

在策定中の河川整備計画（県内各河川で作成される今後 30 年程 

度の整備内容を定めた計画）と同じくすることや、5 年ごとの再 

評価の期間の見直しを国と協議しながら検討していく。 

 

 

 

 

 

31



 
 
  

再評価実施年度 平成 20 年度  

答
申 

答申 継続妥当 

条件 なし 

別紙意見 

１． 審議対象事業の実施に対する意見 

・なし 

２． 今後の事業実施に関する意見 

・事業区域の広域化や事業期間の長期化に伴い、事業効果が分かり 

にくくなっていることから、再評価調書の短期的事業計画調書に 

は「今後 10 年間の整備方針及び事業計画」を、可能な限り具体 

的に記載すること。 

・休止している事業については、事業進捗状況との関連など、各事 

業に即した形で分かりやすく再評価調書に記載すること。 

３． 今後の公共事業再評価の実施に関する意見 

・再々評価事業については、前回評価時からの事業進捗が分かるよ 

うに、前回の進捗率を再評価調書に記載すること。 

・事業計画に大きな変更があった場合には、変更に至るまでの決定 

プロセスなど県民が分かりやすい変更理由の記載に努めること。 

評
価
結
果 

評価結果 事業継続 

対応方針 なし 

別紙意見に

対する対応

方針 

１． 審議対象事業の実施に対する意見への対応方針 

・なし 

２． 今後の事業実施に関する意見への対応方針 

・再評価調書の短期的事業計画調書には、「今後 10 年間の整備方

針及び事業計画」を可能な限り具体的に記載することとする。ま

た、休止している事業については事業進捗状況との関連など、各

事業に即した形で分かりやすく再評価調書に記載することとす

る。 

３． 今後の公共事業再評価の実施に関する意見への対応方針 

・再々評価事業については、前回再評価時からの事業進捗を分かり 

やすくするため、再評価調書の様式を変更し、前回の進捗率を記 

載することとする。再評価対象事業の事業計画に大幅な変更があ 

った場合には、変更要因や変更に至るまでの決定経緯などを再評 

価調書に県民に分かりやすく記載することとする。 

 

現 在 の 対 応 状 況  

・「今後 10 年間の整備方針及び事業計画」については、参考資料 3 に記載。 

・前回再評価時からの事業進捗を分かりやすくするため、再評価調書に前回の進捗率を記載してい 

る。 

総
合
評
価 

対 応 方 針  

 

事業継続 
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位

置

図 

 
＜位置図＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜氾濫区域図（確率年 1/50）＞ 
 
 
 
 
 
 

 

 

出来川 

  

出来川総合流域防災事業 

全体計画区間 
L=6,330m 
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事業名 出来川総合流域防災事業 施工地名 涌谷町、美里町

事業概要図

（参考資料1）

概略平面図

標準断面図

流量配分図

1000m3/s

計画高水流量配分図

江
合
川 出来川140m3/s 120m3/s
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事業名 出来川総合流域防災事業 施工地名 涌谷町、美里町

（参考資料2）

事業施工状況等

現況写真（一部整備済）

被災状況

出
来
川
↓

被災状況写真

（平成27年9月関東・東北豪雨）

出来川

出来川

被災状況写真

（令和4年7月）

被災状況写真

（平成14年7月）

出来川

引き堤（腹付け）完成

（令和4年度）

出来川
着手前 完成後
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事業名 出来川総合流域防災事業 施工地名 涌谷町、美里町

横断面図

（参考資料3）

短期的事業計画調書

今後10年間の整備方針及び事業計画

・明治水門から栗島橋までの区間は築堤をHWL堤（計画高水高での堤防）で整備し、栗島橋から上出来
川橋までの区間は漏水対策として腹付け盛土を実施する予定。
・事業区間の用地買収及び物件補償を完了する予定。

当面の整備区間を示した図面

概略平面図
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（参考資料4）

費用対効果分析算定結果
【 】

-39 S61 80.9 0.22 0.0 0.0 1.5 7.0 0.00 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
-38 S62 82.9 0.23 0.0 0.0 1.5 6.5 0.00 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
-37 S63 85.2 0.23 6.4 27.1 1.4 6.1 12.00 73.3 0.1 0.4 12.1 73.7
-36 H1 89.7 0.24 27.5 113.0 1.4 5.6 40.00 223.3 0.3 1.5 40.3 224.7
-35 H2 93.3 0.25 69.9 275.9 1.3 5.2 80.00 412.8 0.7 3.4 80.7 416.2
-34 H3 95.7 0.26 112.3 426.0 1.3 4.8 80.00 387.0 1.1 5.1 81.1 392.1
-33 H4 96.5 0.27 165.2 602.8 1.3 4.6 100.00 461.2 1.6 7.2 101.6 468.4
-32 H5 96.2 0.29 276.4 969.8 1.3 4.4 210.00 934.3 2.6 11.6 212.6 945.9
-31 H6 96.3 0.30 416.8 1,405.9 1.3 4.3 265.00 1,132.4 3.9 16.8 268.9 1,149.2
-30 H7 96.0 0.31 528.0 1,712.5 1.3 4.1 210.00 865.6 5.0 20.5 215.0 886.1
-29 H8 95.6 0.32 708.1 2,208.2 1.3 4.0 340.00 1,353.2 6.7 26.6 346.7 1,379.8
-28 H9 96.1 0.33 898.7 2,695.0 1.3 3.8 360.00 1,370.5 8.5 32.3 368.5 1,402.8
-27 H10 94.1 0.35 1,031.1 2,973.1 1.3 3.7 250.00 934.6 9.7 36.4 259.7 971.0
-26 H11 93.1 0.36 1,179.4 3,269.8 1.3 3.6 280.00 1,017.3 11.1 40.5 291.1 1,057.7
-25 H12 92.9 0.38 1,179.4 3,144.1 1.3 3.5 0.00 0.0 11.1 39.0 11.1 39.0
-24 H13 90.6 0.39 1,179.4 3,023.2 1.3 3.5 0.00 0.0 11.1 38.4 11.1 38.4
-23 H14 89.4 0.41 1,200.6 2,959.1 1.4 3.4 40.00 134.5 11.3 38.1 51.3 172.7
-22 H15 89.4 0.42 1,213.8 2,876.7 1.4 3.2 25.00 80.9 11.5 37.1 36.5 117.9
-21 H16 89.7 0.44 1,240.3 2,826.4 1.4 3.1 50.00 155.0 11.7 36.3 61.7 191.3
-20 H17 90.2 0.46 1,272.1 2,787.3 1.4 3.0 60.00 177.8 12.0 35.6 72.0 213.4
-19 H18 91.2 0.47 1,293.3 2,724.7 1.3 2.8 40.00 112.7 12.2 34.4 52.2 147.1
-18 H19 92.6 0.49 1,319.7 2,673.6 1.3 2.7 50.00 133.5 12.5 33.3 62.5 166.7
-17 H20 95.4 0.51 1,346.2 2,622.3 1.3 2.5 50.00 124.6 12.7 31.7 62.7 156.2
-16 H21 92.4 0.53 1,362.1 2,551.2 1.3 2.5 30.00 74.2 12.9 31.8 42.9 106.0
-15 H22 92.5 0.56 1,378.0 2,481.7 1.3 2.4 30.00 71.3 13.0 30.9 43.0 102.2
-14 H23 94.8 0.58 1,422.9 2,464.0 1.3 2.2 84.80 189.0 13.4 29.9 98.2 218.9
-13 H24 94.5 0.60 1,465.3 2,439.8 1.3 2.1 80.01 172.0 13.8 29.7 93.8 201.7
-12 H25 96.5 0.62 1,616.2 2,587.6 1.3 2.0 285.00 576.9 15.3 30.9 300.3 607.8
-11 H26 99.7 0.65 1,642.7 2,528.8 1.2 1.9 50.00 94.2 15.5 29.2 65.5 123.4
-10 H27 100.0 0.68 1,642.7 2,431.6 1.2 1.8 0.00 0.0 15.5 28.0 15.5 28.0
-9 H28 100.6 0.70 1,642.7 2,338.1 1.2 1.7 0.00 0.0 15.5 26.8 15.5 26.8
-8 H29 102.9 0.73 1,642.7 2,248.1 1.2 1.6 0.00 0.0 15.5 25.2 15.5 25.2
-7 H30 106.5 0.76 1,668.1 2,195.1 1.1 1.5 48.00 72.4 15.7 23.7 63.7 96.1
-6 H31,R1 108.9 0.79 1,724.2 2,181.7 1.1 1.4 106.00 150.3 16.3 23.1 122.3 173.3
-5 H32,R2 109.0 0.82 1,843.9 2,243.4 1.1 1.4 226.00 307.8 17.4 23.7 243.4 331.5
-4 H33,R3 113.1 0.85 1,918.1 2,243.9 1.1 1.3 140.00 176.7 18.1 22.9 158.1 199.5
-3 H34,R4 118.5 0.89 2,002.8 2,252.9 1.0 1.2 160.00 185.3 18.9 21.9 178.9 207.2
-2 H35,R5 122.0 0.92 2,267.6 2,452.6 1.0 1.1 500.00 540.8 21.4 23.2 521.4 564.0
-1 H36,R6 122.0 0.96 2,341.8 2,435.4 1.0 1.0 140.00 145.6 22.1 23.0 162.1 168.6

0 H37,R7 122.0 1.00 2,389.4 2,389.4 1.0 1.0 90.00 90.0 22.6 22.6 112.6 112.6

1 H38,R8 1.04 2,505.9 2,409.5 1.0 1.0 220.00 211.5 23.7 22.7 243.7 234.3
2 H39,R9 1.08 2,622.4 2,424.6 1.0 0.9 220.00 203.4 24.8 22.9 244.8 226.3
3 H40,R10 1.12 2,738.9 2,434.9 1.0 0.9 220.00 195.6 25.9 23.0 245.9 218.6
4 H41,R11 1.17 2,855.5 2,440.9 1.0 0.9 220.00 188.1 27.0 23.0 247.0 211.1
5 H42,R12 1.22 2,972.0 2,442.7 1.0 0.8 220.00 180.8 28.1 23.1 248.1 203.9
6 H43,R13 1.27 3,088.5 2,440.9 1.0 0.8 220.00 173.9 29.2 23.0 249.2 196.9
7 H44,R14 1.32 3,205.0 2,435.5 1.0 0.8 220.00 167.2 30.3 23.0 250.3 190.2
8 H45,R15 1.37 3,321.5 2,427.0 1.0 0.7 220.00 160.8 31.4 22.9 251.4 183.7
9 H46,R16 1.42 3,438.0 2,415.5 1.0 0.7 220.00 154.6 32.5 22.8 252.5 177.4
10 H47,R17 1.48 3,554.5 2,401.3 1.0 0.7 220.00 148.6 33.6 22.7 253.6 171.3
11 H48,R18 1.54 3,671.0 2,384.6 1.0 0.6 220.00 142.9 34.7 22.5 254.7 165.4
12 H49,R19 1.60 3,787.5 2,365.7 1.0 0.6 220.00 137.4 35.8 22.3 255.8 159.7
13 H50,R20 1.67 3,904.0 2,344.7 1.0 0.6 220.00 132.1 36.9 22.1 256.9 154.3
14 H51,R21 1.73 4,020.6 2,321.8 1.0 0.6 220.00 127.0 38.0 21.9 258.0 149.0
15 H52,R22 1.80 4,137.1 2,297.2 1.0 0.6 220.00 122.2 39.1 21.7 259.1 143.8
16 H53,R23 1.87 4,253.6 2,271.0 1.0 0.5 220.00 117.5 40.2 21.4 260.2 138.9
17 H54,R24 1.95 4,370.1 2,243.5 1.0 0.5 220.00 112.9 41.3 21.2 261.3 134.1
18 H55,R25 2.03 4,486.6 2,214.7 1.0 0.5 220.00 108.6 42.4 20.9 262.4 129.5
19 H56,R26 2.11 4,603.1 2,184.8 1.0 0.5 220.00 104.4 43.5 20.6 263.5 125.0
20 H57,R27 2.19 4,719.6 2,154.0 1.0 0.5 220.00 100.4 44.6 20.3 264.6 120.7
21 H58,R28 2.28 4,836.1 2,122.3 1.0 0.4 220.00 96.5 45.7 20.0 265.7 116.6
22 H59,R29 2.37 4,942.0 2,085.3 1.0 0.4 200.00 84.4 46.7 19.7 246.7 104.1
23 H60,R30 2.46 5,048.0 2,048.1 1.0 0.4 200.00 81.1 47.7 19.3 247.7 100.5
24 H61,R31 2.56 5,048.0 1,969.3 1.0 0.4 47.7 18.6 47.7 18.6
25 H62,R32 2.67 5,048.0 1,893.6 1.0 0.4 47.7 17.9 47.7 17.9
26 H63,R33 2.77 5,048.0 1,820.7 1.0 0.4 47.7 17.2 47.7 17.2
27 H64,R34 2.88 5,048.0 1,750.7 1.0 0.3 47.7 16.5 47.7 16.5
28 H65,R35 3.00 5,048.0 1,683.4 1.0 0.3 47.7 15.9 47.7 15.9
29 H66,R36 3.12 5,048.0 1,618.6 1.0 0.3 47.7 15.3 47.7 15.3
30 H67,R37 3.24 5,048.0 1,556.4 1.0 0.3 47.7 14.7 47.7 14.7
31 H68,R38 3.37 5,048.0 1,496.5 1.0 0.3 47.7 14.1 47.7 14.1
32 H69,R39 3.51 5,048.0 1,439.0 1.0 0.3 47.7 13.6 47.7 13.6
33 H70,R40 3.65 5,048.0 1,383.6 1.0 0.3 47.7 13.1 47.7 13.1
34 H71,R41 3.79 5,048.0 1,330.4 1.0 0.3 47.7 12.6 47.7 12.6
35 H72,R42 3.95 5,048.0 1,279.2 1.0 0.3 47.7 12.1 47.7 12.1
36 H73,R43 4.10 5,048.0 1,230.0 1.0 0.2 47.7 11.6 47.7 11.6
37 H74,R44 4.27 5,048.0 1,182.7 1.0 0.2 47.7 11.2 47.7 11.2
38 H75,R45 4.44 5,048.0 1,137.2 1.0 0.2 47.7 10.7 47.7 10.7
39 H76,R46 4.62 5,048.0 1,093.5 1.0 0.2 47.7 10.3 47.7 10.3
40 H77,R47 4.80 5,048.0 1,051.4 1.0 0.2 47.7 9.9 47.7 9.9
41 H78,R48 4.99 5,048.0 1,011.0 1.0 0.2 47.7 9.5 47.7 9.5
42 H79,R49 5.19 5,048.0 972.1 1.0 0.2 47.7 9.2 47.7 9.2
43 H80,R50 5.40 5,048.0 934.7 1.0 0.2 47.7 8.8 47.7 8.8
44 H81,R51 5.62 5,048.0 898.8 1.0 0.2 47.7 8.5 47.7 8.5
45 H82,R52 5.84 5,048.0 864.2 1.0 0.2 47.7 8.2 47.7 8.2
46 H83,R53 6.07 5,048.0 831.0 1.0 0.2 47.7 7.8 47.7 7.8
47 H84,R54 6.32 5,048.0 799.0 1.0 0.2 47.7 7.5 47.7 7.5
48 H85,R55 6.57 5,048.0 768.3 1.0 0.2 47.7 7.3 47.7 7.3
49 H86,R56 6.83 5,048.0 738.7 1.0 0.1 47.7 7.0 47.7 7.0
50 H87,R57 7.11 5,048.0 710.3 1.0 0.1 47.7 6.7 47.7 6.7
51 H88,R58 7.39 5,048.0 683.0 1.0 0.1 47.7 6.4 47.7 6.4
52 H89,R59 7.69 5,048.0 656.7 1.0 0.1 47.7 6.2 47.7 6.2
53 H90,R60 7.99 5,048.0 631.5 1.0 0.1 47.7 6.0 47.7 6.0
54 H91,R61 8.31 5,048.0 607.2 1.0 0.1 47.7 5.7 47.7 5.7
55 H92,R62 8.65 5,048.0 583.8 1.0 0.1 47.7 5.5 47.7 5.5
56 H93,R63 8.99 5,048.0 561.4 1.0 0.1 47.7 5.3 47.7 5.3
57 H94,R64 9.35 5,048.0 539.8 1.0 0.1 47.7 5.1 47.7 5.1
58 H95,R65 9.73 5,048.0 519.0 1.0 0.1 47.7 4.9 47.7 4.9
59 H96,R66 10.12 5,048.0 499.1 1.0 0.1 47.7 4.7 47.7 4.7
60 H97,R67 10.52 5,048.0 479.9 1.0 0.1 47.7 4.5 47.7 4.5
61 H98,R68 10.94 5,048.0 461.4 1.0 0.1 47.7 4.4 47.7 4.4
62 H99,R69 11.38 5,048.0 443.7 1.0 0.1 47.7 4.2 47.7 4.2
63 H100,R70 11.83 5,048.0 426.6 1.0 0.1 47.7 4.0 47.7 4.0
64 H101,R71 12.31 5,048.0 410.2 1.0 0.1 47.7 3.9 47.7 3.9
65 H102,R72 12.80 5,048.0 394.4 1.0 0.1 47.7 3.7 47.7 3.7
66 H103,R73 13.31 5,048.0 379.2 1.0 0.1 47.7 3.6 47.7 3.6
67 H104,R74 13.84 5,048.0 364.7 1.0 0.1 47.7 3.4 47.7 3.4
68 H105,R75 14.40 5,048.0 350.6 1.0 0.1 47.7 3.3 47.7 3.3
69 H106,R76 14.97 5,048.0 337.1 1.0 0.1 47.7 3.2 47.7 3.2
70 H107,R77 15.57 5,048.0 324.2 1.0 0.1 47.7 3.1 47.7 3.1
71 H108,R78 16.19 5,048.0 311.7 1.0 0.1 47.7 2.9 47.7 2.9
72 H109,R79 16.84 5,048.0 299.7 1.0 0.1 47.7 2.8 47.7 2.8
73 H110,R80 17.52 5,048.0 288.2 1.0 0.1 47.7 2.7 47.7 2.7

386,115.3 180,089.6 9,531.8 16,182.4 3,645.4 1,891.2 13,177.2 18,073.7

9.964

第11表

治水事業

指数
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③
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（費用）
②/③
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①/③
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①×④
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①×④

費用

合計
経済性 Ｂ／Ｃ

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間

（
5
0
年

）

整
備
期
間

（
S

）

010002000300040005000600070008000

0 500 1000 1500 2000
S 61

S 63

H2

H4

H6

H8

H 1 0

H 1 2

H 1 4

H 1 6

H 1 8

H 2 0

H 2 2

H 2 4

H 2 6

H 2 8

H 3 0

H 3 2,R2

H 3 4,R4

H 3 6,R6

H 3 8,R8

H4 0,R 1 0

H4 2,R 1 2

H4 4,R 1 4

H4 6,R 1 6

H4 8,R 1 8

H5 0,R 2 0

H5 2,R 2 2

H5 4,R 2 4

H5 6,R 2 6

H5 8,R 2 8

H6 0,R 3 0

H6 2,R 3 2

H6 4,R 3 4

H6 6,R 3 6

H6 8,R 3 8

H7 0,R 4 0

H7 2,R 4 2

H7 4,R 4 4

H7 6,R 4 6

H7 8,R 4 8

H8 0,R 5 0

H8 2,R 5 2

H8 4,R 5 4

H8 6,R 5 6

H8 8,R 5 8

H9 0,R 6 0

H9 2,R 6 2

H9 4,R 6 4

H9 6,R 6 6

H9 8,R 6 8

H1 00 ,R7 0

H1 02 ,R7 2

H1 04 ,R7 4

H1 06 ,R7 6

H1 08 ,R7 8

H1 10 ,R8 0

事業費（百万円）

便益（百万円）

総便益（現在価値化）

総費用（現在価値化）

便益

費用
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評 価 結 果 

 
作 成 年 月 日 令和 7 年 11 月 18 日 

事 業 担 当 課 河 川 課 

事 業 名 洞
どう

堀川
ぼりがわ

総合流域防災事業 
補助・交付金・単独

の別 
補助 事業主体 宮 城 県 

施 行 地 名 大和町
たいわちょう

 【位置図後掲】 管理主体 宮 城 県 

根 拠 法 令 河川法第 60 条第 2 項 

事

業

の

概

要 

事 業 目 的  

洞堀川は河積が小さく流下能力が低いため、洪水時には流域で越水し、耕地及び家屋の浸水被害
が発生している。このため土地区画整理事業と併せて、未改修部分の蛇行修正と築堤及び河積の拡
大により、大和町の中心市街地である吉岡地区の治水安全度向上を図るものである。 

事 業 内 容  

 

事 業 着 手 時 
（平成 2 年度） 

河川改修延長Ｌ＝2,725m 
築堤Ｖ＝8,000m3、掘削Ｖ＝130,000m3、橋梁 11 橋、 
樋門・樋管 18 ヶ所 

再 々 評 価 時 
（平成 21 年度） 

同上 

再 々 評 価 時 
（令和 7 年度） 

同上 

【事業内容の変更状況とその要因】 

・変更なし 

事 業 費  

 

全体事業費 費用負担内訳 

 
内 用 地 費
及 び 補 償
費 

国 
[ 50 %] 

県 
[ 50 %] 

市町村 
[ － %] 

その他 
[ － %] 

事 業 着 手 時 
（平成 2 年度） 

19.5 
億円 

4.2 
億円 

9.75 
億円 

9.75 
億円 

 
－ 億円 

 
－ 億円 

再 々 評 価 時 
（平成 21 年度） 

19.5 
億円 

4.2 
億円 

9.75 
億円 

9.75 
億円 

 
－ 億円 

 
－ 億円 

再 々 評 価 時 
（令和 7 年度） 

24.1 
億円 

4.2 
億円 

12.05 
億円 

12.05 
億円 

 
－ 億円 

 
－ 億円 

※事業費増加度（重点評価実施基準 指標 4） 
＝（再評価時事業費－事業着手時事業費）／事業着手時事業費 
＝（ 24.1 － 19.5 ）／ 19.5 ＝ 23.6％ 

【事業費の変更状況とその要因】 

・労務・物価上昇に伴う増額。 
・消費税率の変更に伴う増額。 
・働き方改革に掛かる諸経費率上昇に伴う増額。 
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事

業

の

概

要 

〇事業費増減対照表 
 事業着手時 

（平成 2 年度） 

再々評価時 

（平成 21 年度） 

再々評価時 

（令和 7 年度） 

増減 

（平成 21 年度比） 変更の主な理由 

事業量 事業費 事業量 事業費 事業量 事業費 事業量 事業費 

本工事費 － 
66.2% 

12.9 
億円 

－ 
66.2% 

12.9 
億円 

－ 

72.6% 

17.5 

億円 

－ 

 

4.6 

億円 

労務・物価の上

昇等 

築堤・掘削・ 
護岸工 

L= 
2,725m 

8.9 
億円 

L= 
2,725m 

8.9 
億円 

L= 
2,725m 

13.5 

億円 
－ 

4.6 

億円 

労務・物価の上

昇等 

その他 一式 
4.0 

億円 
一式 

4.0 

億円 
一式 

4.0 

億円 
－ 

0.0 

億円 

 

測量及び試験費 一式 

5.1% 

1.0 

億円 

一式 

5.1% 

1.0 

億円 

一式 

4.2% 

1.0 

億円 

－ 

 

0.0 

億円 

 

用地費及び補償費 一式 
23.6% 

4.6 
億円 

一式 
23.6% 

4.6 
億円 

一式 

19.1% 

4.6 

億円 

－ － 

 

その他工事費等 一式 
5.1% 

1.0 
億円 

一式 
5.1% 

1.0 
億円 

一式 

4.1% 

1.0 

億円 

－ 

 

0.0 

億円 

 

合計  
100% 

19.5 
億円 

 
100% 

19.5 
億円 

 

100% 

24.1 

億円 

－ 

 

4.6 

億円 

労務・物価の上

昇等 

 

事 業 の 進 捗 状 況 規則第 24 条第 1 号関係  

〇事業期間 
事業着手時 

（平成 2 年度） 
再々評価時 

（平成 21 年度） 
再々評価時 

（令和 7 年度） 

事業採択年度 H.2 年度 事業採択年度 H.2 年度 
事業採択年

度 
H.2 年度 

用地買収着手年度 H.2 年度 用地買収着手年度 H.2 年度 用地買収着手年度 H.2 年度 

工事着手年度 H.2 年度 工事着手年度 H.2 年度 
工事着手年

度 
H.2 年度 

  計画変更実施年度 － 計画変更実施年度 － 

完成予定年度 H.23 年度 完成予定年度 H.40（R.10）年度 
完成予定年

度 
H.50（R.20）年度 

※事業停滞年数(重点評価実施基準指標 1)＝20 年（停滞あり） 

※事業工期延伸度(重点評価実施基準指標 3) 

＝（変更後予定事業期間）／（当初予定事業期間）＝ 49 ／ 22 ＝2.2 

 

〇進捗率 

令和 6 年度までの   ※（ ）：前回再評価時 

 

事業費 進捗率 内用地費 進捗率 

(8.62) 

14.82 億円 

(44.2) 

61.5％ 

(3.2) 

4.6 億円 

(76.2) 

100.0％ 

※事業工程乖離度(重点評価基準指標 2） 

＝（累加投資事業費／現全体事業費）－（累加年単純割額／現全体事業費） 

＝（ 14.8 ／ 24.1 ）－（ 17.2 ／ 24.1 ） 

＝（ 61.5 ）％－（ 71.4 ）％＝ ▲9.9％ 

【事業の進捗状況（順調でない場合にはその要因）】 

・昭和 59 年から土地区画整理事業に合わせ築堤・河道掘削・護岸整備等の暫定河川改修が実施さ
れてきた。 

・整備目標流量は 30 年確率の 95m3/s とし、平成 27 年に発生した関東・東北豪雨による被災を踏
まえ、令和 3 年度からは防災・減災、国土強靭化のための 5 か年加速化予算を活用し事業推進に
努めている。 

・事業採択から現事業の進捗状況を勘案し令和 20 年度まで延伸する。 
 
※防災・減災、国土強靭化のための 5 か年加速化予算 

激甚化する風水害等への対策として、令和 3 年度から令和 7 年度までの 5 か年に、重点的・集中的に対

策を講じていく予算である。 
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【今後の進捗の見込み（事業スケジュール表後掲）】 
・今後も必要な予算を確保し、引き続き下流より築堤・護岸を完成断面で実施していく。 
・多様な動植物が生息する河川環境を呈しており、多自然川づくりによる整備を実施していく。 
 

施 設 管 理 の 予 定 ・ 管 理 状 況  

・河川維持管理計画（案）(令和 2 年 9 月)を策定し、管理区間を重点度により 4 区分に分けて管理 
を行っている。管理頻度は a 区間が月 1 回、b 区間が年 4 回、c1 区間が年 2 回、c2 区間が必要
時にパトロールを実施することとし、必要に応じ支障木伐採、堆積土砂撤去作業等の維持管理作
業を実施している。なお、洞堀川は b 区間の河川に該当し、パトロール及び維持管理作業を行っ
ている。 

 

事

業

の

必

要

性 

上 位 計 画 等  

・宮城県土木・建築行政推進計画（2021～2030）【宮城県土木部】(令和 7 年 3 月改訂) 

・鳴瀬川水系河川整備計画（第 3 回変更）（令和 2 年 6 月） 

・見える川づくり計画（2021）（令和 5 年 3 月） 

・鳴瀬川水系河川整備基本方針：国土交通省 水管理・国土保全局（平成 24 年 11 月 14 日変更） 

 

事 業 を 巡 る 社 会 経 済 情 勢 等 規則第 24 条 2 号関係  

○社会経済情勢 

1) 社会背景 

気候変動による災害の激甚化・頻発化を踏まえ、河川管理者が主体となって行う河川整備等
の事前防災対策を加速化させることに加え、あらゆる関係者が協働して流域全体で行う「流域
治水」への転換を推進し、総合的な対策を行っている。令和 5 年 7 月には、特定都市河川浸水
被害対策法に基づき国土交通省では鳴瀬川水系吉田川を特定都市河川に指定しており、河川整
備など更なる治水対策を推進していく。 

 

2) 過去の洪水実績 

・過去の浸水被害は、昭和 61 年に床下浸水 59 戸、床上浸水 6 戸、浸水面積 231ha の被害があっ 

た。 

・その他近年の洪水では、平成 10 年 8 月、9 月、平成 11 年 6 月、8 月など、流域で浸水被害も発 

生していることから、地元において改修工事の早期完成を望む意見は多い。 

・前回再評価（H21）以降も、H27 年 9 月関東・東北豪雨では、洞堀川沿川で大和警察署や黒川消 

防署、黒川病院等の公共施設にも浸水被害が及び、国道 4 号の一時全面通行止や大和 IC の一時

利用停止等が発生している。 

表 洞堀川の水害実績（水害統計より作成） 

 

 

  

 

 

○地元情勢、地元の意見 

・宅地化が進んでいることもあり、地元での河川改修事業促進の声は極めて高い状況にあり、大 

和町からも毎年のように要望されている。 

・度重なる洪水被害を経験しており、住民の防災意識は高く、沿川の大和町ではハザードマップ 

も平成 18 年度に作成され、令和 2 年 3 月に更新されている。 
 

※ハザードマップ：河川の氾濫等の浸水情報及び避難に関する情報を分かりやすく提供するため、市町村が

作成し公表している住民避難用の地図。堤防が決壊した場合に予想される「浸水区域」や「浸水深」、危

険が迫った場合の「避難所」などが示されている。 

 

・平成 15 年 4 月よりアドプト制度「みやぎスマイルリバー・プログラム」を展開しており、洞堀

川において 1 団体（令和 3 年 2 月）がスマイルサポーターとして登録し、河道の清掃活動を行

い、河川管理に参画している。 
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事

業

の

有

効

性 

事 業 効 果  

○効果の発現状況 

・吉岡南第二土地区画整理事業は平成 29 年度に完成し、下流吉田川の現況流下能力見合いの暫定

断面（治水安全度 1/5）で概成している。 

 

○想定される事業効果 

・事業完了により、1/30 の治水安全度が確保され、吉田川の背水に対する防御及び洞堀川の洪水 
に対する防御が図られ、大和町吉岡の市街地の洪水被害軽減が図られる。 

・浸水被害の軽減により、交通途絶等の被害抑制に寄与するなど、交通インフラやライフライン確 
保の効果は大きい。 

 

※治水安全度：確率統計学的に求められた概ね何年かに 1回発生する規模の降雨による洪水が、氾濫しない 

ように定めた河川改修の安全度。（治水安全度 1/30：概ね 30 年に 1 回降る確率の雨に対して定めた河川

改修の安全度。） 

 

事

業

の

効

率

性 

関連事業の概要・進捗状況等  

・吉岡南土地区画整理事業（昭和 63 年度～平成 7 年度） 

・吉岡南第二土地区画整理事業（平成 13 年度～平成 29 年度） 

 

代替 案との比較 検討 規則第 24 条第 3 号関係  

・区画整理事業とあわせ既に現川改修済みであり、上流改修区間についても下流との整合を図るべ 

く現川改修が最良の案として計画されており、現在でも最良であり代替案はない。 

 

コ ス ト 縮 減 計 画 規則第 24 条第 4 号関係  

・前回評価（H21）から今回評価まで約 13,000m3 の掘削土を隣接する土地区画整理事業地内へ搬出 

することで約 64 百万円のコスト縮減を行った。現場発生材を残土処理として廃棄するのではな 

く、流用土として有効活用することによりコスト縮減に努めた。 

・引き続き掘削土等を他事業の盛土材等に流用するように努め今後もコスト縮減を図っていく。 
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事

業

の

効

率

性 

費 用 対 効 果 規則第 24 条第 5 号関係  

根拠マニュアル：治水経済調査マニュアル(案) 

（令和 6 年 4 月版 国土交通省水管理・国土保全局） 

社会的割引率：4％ 

便益算定期間:事業開始～事業完了+ 50 年後 

※事業着手時における費用便益比は算定していない。 

区分 
事業着手時 

基準年 
（平成 2 年度） 

再々評価時 
基準年 

（平成 16 年度） 

再々評価時 
基準年 

（平成 21 年度） 

再々評価時 
基準年 

（令和 7 年度） 

費
用
項
目 

事業費  1,950 百万円 1,950 百万円 2,412 百万円 

維持管理費  593 百万円 671 百万円 881 百万円 

費用の合計  2,543 百万円 2,621 百万円 3,293 百万円 

総費用（C）  2,477 百万円 2,460 百万円 5,774 百万円 

便
益 

便益の合計  86,079 百万円 63,161 百万円 124,057 百万円 

総便益（B）  38,449 百万円 15,783 百万円 75,315 百万円 

費用便益比（B/C）  15.521 6.417 13.044 

※平成 11 年度の再評価時は詳細審議該当事業のみ再評価調書を作成しており、洞堀川は詳細審議対象外で 

あったため、費用項目と便益については記載していない。 

※表示桁数の関係で計算値が一致しないことがある。 

※費用項目については、消費税を控除した金額である。 

 
【事業効果算出方法】 

・治水施設の整備及び維持管理に要する総費用と、治水施設整備によってもたらされる総便益（被

害軽減）を、社会的割引率及びデフレーターを用いて現在価値化して比較する。 

 
現在価値化 ：費用便益分析では、便益や費用を現在の価値として統一的に評価するために、将来または 

過去における金銭の価値を現在の価値に換算する必要がある。 

社会的割引率：費用便益分析において、将来の便益や費用を現在の価値として統一的に評価（現在価値化） 

する際に割り引くための比率である。国土交通省所管公共事業の費用便益分析で適用され 

る社会的割引率は全て 4％とされており、4％と設定している。 

デフレーター：名目価格から実質価格を算出するために用いられる価格指数。 

 

【事業の費用（C）】 

(1) 事業費・維持管理費はデフレーターによる補正及び社会的割引率 4%を用いて現在価値化し、

費用を算定する。 

(2) 維持管理費は事業費の 0.5%/年とし、評価対象期間内（施設の完成後 50 年間）での維持管理

費を対象としている。 

費用の合計  3,293 百万円 → 総費用（現在価値化） 5,774 百万円 

費用便益比算定条件

基準年次：令和 7 年度 
完成年次：令和 20 年度 
評価対象期間：施設完成後 50 年間 
社会的割引率：4％ 

便益の算定 
被害防止便益 

費用の算定 
事業費
維持管理費

(事業費の 0.5%/ 年)

便益の現在価値 費用の現在価値 
(C) 

費用便益比 
（B/C） 

現在価値化 社
会
的
割
引
率 

デフレーター 

(B) 
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【事業の便益（B）】 

(1) 事業の便益（効果）は、河川改修によって軽減される被害額(=被害防止効果)を算出する｡ 

(2) 洪水は自然現象であるため、既往最大の洪水に対する経済的な分析を行うだけでは不十分で

あり、他の河川との比較や目標整備水準に対する妥当性に対する経済的な評価を行うため、

対象とする洪水の規模をその生起確率から設定する。 

(3) 計画規模を含むいくつかの確率年を設定し、治水施設の整備によって防止し得る被害額を便

益とする｡このとき被害額は一般資産、農作物、公共土木施設等、農地・農業用施設に区分し

て算出する｡ 

(4) 確率年別に求めた被害額に流量規模に応じた洪水の生起確率を乗じて求めた確率年別年平均

被害額を累計し年平均被害軽減期待額を算定する。年平均被害軽減期待額は、整備期間中は

事業費に応じて補正している。 

被害額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

便益の合計 124,057 百万円 → 総便益（現在価値化） 75,315 百万円 

 

○年平均被害軽減期待額（単位：百万円） 

年平均被害軽減期待額 1,699 百万円 

（後掲参考資料 4、費用対効果分析算定結果参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【算定していない便益等】 

・洪水氾濫による直接的、間接的な被害のうち、現段階で経済的に評価可能な被害の防止効果を便 

益として評価しており、算定していない被害防止便益が多く存在するため、算定している以上の 

便益があると考えられる。 

・算定していない主な被害防止便益は、交通遮断による波及被害、家庭における平時の活動阻害、 

被災事業所の営業停止による周辺事業所への波及被害、リスクプレミアム、高度化便益などがあ 

る。 
リスクプレミアム：被災可能性に対する不安 

高度化便益：治水安全度の向上による地価の上昇等 

 

【前回再評価時との違いの要因】 

・治水経済調査マニュアル改定に伴う被害額算定方法の変更、各種資産評価単価及びデフレーター 

の改定等による。 
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環
境
へ
の
影
響
と
対
策 

地 域 指 定 状 況 等  

・なし 

 

影 響 と 対 策  

・在来植物が再生でき、魚類にも配慮した多自然川づくりの方針を設定し、周辺土地利用が住宅地

であり、地域住民が身近に自然と触れ合えるよう親水性も確保するため、親水護岸等も整備する

予定である。 

 
※親水護岸：水に親しみやすくすることに配慮した形状の護岸のこと。この護岸は、傾斜を緩くしたり階段

を設置する等、子供や高齢者でも水に触れられるような構造としている。 

 

・大和町第五次総合計画に基づき、洞堀川周辺に位置する史跡等に調和した護岸タイプを比較選定 

しコンクリートブロック積み護岸を採用することとしている。 

 

再

評

価

部

会

意

見

へ

の

対

応

状

況 

再 評 価 実 施 状 況  

再評価実施年度 平成 11 年度  

答
申 

答申 継続妥当 

条件 なし 

別紙意見 

１． 審議対象事業の実施に対する意見 

・なし 

２． 今後の事業実施に関する意見 

・なし 

評
価
結
果 

評価結果 事業継続 

対応方針 なし 

別紙意見に

対する対応

方針 

１． 審議対象事業の実施に対する意見への対応方針 

・なし 

２． 今後の事業実施に関する意見への対応方針 

・なし 

 

 

再評価実施年度 平成 16 年度  

答
申 

答申 継続妥当 

条件 なし 

別紙意見 

１． 審議対象事業の実施に対する意見 

・なし 

２． 今後の事業実施に関する意見 

・開発区域における治水対策については、河川のほか、道路、都市

計画を含めた総合的な検討が望まれる。 

治水対策に当たっては、事前の警告や、洪水ハザードマップによ

る情報提供などソフト対策も積極的に展開すること。 

評
価
結
果 

評価結果 事業継続 

対応方針 なし 

別紙意見に

対する対応

方針 

１． 審議対象事業の実施に対する意見への対応方針 

・なし 

２． 今後の事業実施に関する意見への対応方針 

・開発区域の治水対策については、県の「防災調整池設置指導要綱

に基づき、流出抑制措置を講じることとしている。また、水害ソ

フト対策は非常に重要と考えており、意見を踏まえ、その検討を

進めていく。 
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再評価実施年度 平成 21 年度  

答
申 

答申 継続妥当 

条件 なし 

別紙意見 

１． 審議対象事業の実施に対する意見 

・なし 

２． 今後の事業実施に関する意見 

・なし 

３． 今後の公共事業再評価の実施に関する意見 

事業の効率性を審議するうえで重要な指標である残事業Ｂ／Ｃ

を算出し、再評価調書へ記載すること。 

評
価
結
果 

評価結果 事業継続 

対応方針 なし 

別紙意見に

対する対応

方針 

１． 審議対象事業の実施に対する意見への対応方針 

・なし 

２． 今後の事業実施に関する意見への対応方針 

・なし 

３． 今後の公共事業再評価の実施に関する意見 

 河川事業における事業評価単位は、一連の整備効果を発現する区

間を基本とすることから、事業区間全体で費用対効果を算定してい

る。 

 

 

現 在 の 対 応 状 況  

・河川事業における事業評価単位は、一連の整備効果を発現する区間を基本とすることから、事業

区間全体で費用対効果を算定している。 

・今後 10 年間の整備方針及び事業計画については、参考資料 3 に記載。 

・また、ソフト対策としてハザードマップの作成も補助事業で実施してきており、令和 6 年度末時

点では県内の全市町村で作成済みである。 

総
合
評
価 

対 応 方 針  

 

事業継続 

46



 
 
  

事

業

表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

47



 
 
  

位

置

図 

 
＜位置図＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜氾濫区域図（確率年 1/30）＞ 
 
 
 
 
 
 

 

 

洞堀川 

全体計画区間 L=2,725m 

    

洞堀川総合流域防災事業 
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事業名 洞堀川総合流域防災事業 施工地名 大和町

事業概要図

（参考資料1）

概略平面図

標準断面図

流量配分図

2 0 m 3 / s 5 0 m 3 / s 7 0 m 3 / s
9 5

吉
田
川
合
流
点

m 3 / s
8 5 9 5

m 3 / s m 3 / s

国
道
　
４
号
線

都
市
計
画
道
路

都
市
計
画
道
路
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事業名 洞堀川総合流域防災事業 施工地名 大和町

（参考資料2）

事業施工状況等

施工状況

被災状況

被災状況写真（平成27年9月関東・東北豪雨）

洞堀川

洞堀川

洞堀川

洞堀川

下流部（完工部）

中流部（完工部）
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事業名 洞堀川総合流域防災事業 施工地名 大和町

横断面図

（参考資料3）

短期的事業計画調書

今後10年間の整備方針及び事業計画

・吉田川合流地点から熊野堂橋にかけてのL=2.7km区間について、町区画整理事業に合わせ暫定断面
で整備されていたが、平成27年の豪雨も踏まえ治水安全度の向上を図るため、令和3年度より完成断
面での改修工事に着手している。今後も必要な予算を確保し早期完成に向けて、下流から順次河道掘
削工事・護岸工事を進めていく。

当面の整備区間を示した図面

概略平面図

（B-B’断面）

（A-A’断面）

（C-C’断面）

凡例
施工年度 色

R5年度まで
R6年度
R7年度
R8年度以降
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（参考資料4）

費用対効果分析算定結果
【 】

-36 H1 89.7 0.24
-35 H2 93.3 0.25 88.7 350.2 1.3 5.2 126.00 650.2 0.6 3.3 126.6 653.4
-34 H3 95.7 0.26 216.9 823.0 1.3 4.8 182.00 880.3 1.5 7.4 183.5 887.8
-33 H4 96.5 0.27 345.1 1,259.0 1.3 4.6 182.00 839.5 2.5 11.3 184.5 850.8
-32 H5 96.2 0.29 412.7 1,447.8 1.3 4.4 96.00 427.1 2.9 13.0 98.9 440.1
-31 H6 96.3 0.30 433.8 1,463.4 1.3 4.3 30.00 128.2 3.1 13.2 33.1 141.4
-30 H7 96.0 0.31 455.0 1,475.6 1.3 4.1 30.00 123.7 3.2 13.3 33.2 137.0
-29 H8 95.6 0.32 455.0 1,418.8 1.3 4.0 0.00 0.0 3.2 12.9 3.2 12.9
-28 H9 96.1 0.33 455.0 1,364.3 1.3 3.8 0.00 0.0 3.2 12.3 3.2 12.3
-27 H10 94.1 0.35 455.0 1,311.8 1.3 3.7 0.00 0.0 3.2 12.1 3.2 12.1
-26 H11 93.1 0.36 455.0 1,261.4 1.3 3.6 0.00 0.0 3.2 11.7 3.2 11.7
-25 H12 92.9 0.38 455.0 1,212.8 1.3 3.5 0.00 0.0 3.2 11.3 3.2 11.3
-24 H13 90.6 0.39 455.0 1,166.2 1.3 3.5 0.00 0.0 3.2 11.1 3.2 11.1
-23 H14 89.4 0.41 493.7 1,216.8 1.4 3.4 55.00 185.0 3.5 11.8 58.5 196.8
-22 H15 89.4 0.42 550.0 1,303.5 1.4 3.2 80.00 258.7 3.9 12.6 83.9 271.4
-21 H16 89.7 0.44 585.2 1,333.6 1.4 3.1 50.00 155.0 4.2 12.9 54.2 167.8
-20 H17 90.2 0.46 607.1 1,330.2 1.4 3.0 31.00 91.9 4.3 12.8 35.3 104.6
-19 H18 91.2 0.47 607.1 1,279.0 1.3 2.8 0.00 0.0 4.3 12.1 4.3 12.1
-18 H19 92.6 0.49 607.1 1,229.8 1.3 2.7 0.00 0.0 4.3 11.5 4.3 11.5
-17 H20 95.4 0.51 607.1 1,182.5 1.3 2.5 0.00 0.0 4.3 10.7 4.3 10.7
-16 H21 92.4 0.53 607.1 1,137.0 1.3 2.5 0.00 0.0 4.3 10.7 4.3 10.7
-15 H22 92.5 0.56 607.1 1,093.3 1.3 2.4 0.00 0.0 4.3 10.2 4.3 10.2
-14 H23 94.8 0.58 607.1 1,051.3 1.3 2.2 0.00 0.0 4.3 9.6 4.3 9.6
-13 H24 94.5 0.60 607.1 1,010.8 1.3 2.1 0.00 0.0 4.3 9.3 4.3 9.3
-12 H25 96.5 0.62 607.1 972.0 1.3 2.0 0.00 0.0 4.3 8.7 4.3 8.7
-11 H26 99.7 0.65 607.1 934.6 1.2 1.9 0.00 0.0 4.3 8.1 4.3 8.1
-10 H27 100.0 0.68 607.1 898.6 1.2 1.8 0.00 0.0 4.3 7.8 4.3 7.8
-9 H28 100.6 0.70 607.1 864.1 1.2 1.7 0.00 0.0 4.3 7.4 4.3 7.4
-8 H29 102.9 0.73 607.1 830.8 1.2 1.6 0.00 0.0 4.3 7.0 4.3 7.0
-7 H30 106.5 0.76 607.1 798.9 1.1 1.5 0.00 0.0 4.3 6.5 4.3 6.5
-6 H31,R1 108.9 0.79 607.1 768.1 1.1 1.4 0.00 0.0 4.3 6.1 4.3 6.1
-5 H32,R2 109.0 0.82 607.1 738.6 1.1 1.4 0.00 0.0 4.3 5.9 4.3 5.9
-4 H33,R3 113.1 0.85 691.6 809.1 1.1 1.3 120.00 151.4 4.9 6.2 124.9 157.6
-3 H34,R4 118.5 0.89 762.0 857.2 1.0 1.2 100.00 115.8 5.4 6.3 105.4 122.1
-2 H35,R5 122.0 0.92 902.9 976.5 1.0 1.1 200.00 216.3 6.4 6.9 206.4 223.3
-1 H36,R6 122.0 0.96 1,043.7 1,085.5 1.0 1.0 200.00 208.0 7.4 7.7 207.4 215.7

0 H37,R7 122.0 1.00 1,114.1 1,114.1 1.0 1.0 100.00 100.0 7.9 7.9 107.9 107.9

1 H38,R8 1.04 1,159.2 1,114.6 1.0 1.0 64.00 61.5 8.2 7.9 72.2 69.5
2 H39,R9 1.08 1,204.3 1,113.4 1.0 0.9 64.00 59.2 8.6 7.9 72.6 67.1
3 H40,R10 1.12 1,249.4 1,110.7 1.0 0.9 64.00 56.9 8.9 7.9 72.9 64.8
4 H41,R11 1.17 1,294.4 1,106.5 1.0 0.9 64.00 54.7 9.2 7.9 73.2 62.6
5 H42,R12 1.22 1,339.5 1,101.0 1.0 0.8 64.00 52.6 9.5 7.8 73.5 60.4
6 H43,R13 1.27 1,384.6 1,094.3 1.0 0.8 64.00 50.6 9.8 7.8 73.8 58.3
7 H44,R14 1.32 1,429.7 1,086.4 1.0 0.8 64.00 48.6 10.2 7.7 74.2 56.3
8 H45,R15 1.37 1,474.7 1,077.6 1.0 0.7 64.00 46.8 10.5 7.7 74.5 54.4
9 H46,R16 1.42 1,519.8 1,067.8 1.0 0.7 64.00 45.0 10.8 7.6 74.8 52.5

10 H47,R17 1.48 1,564.9 1,057.2 1.0 0.7 64.00 43.2 11.1 7.5 75.1 50.7
11 H48,R18 1.54 1,610.0 1,045.8 1.0 0.6 64.00 41.6 11.4 7.4 75.4 49.0
12 H49,R19 1.60 1,655.0 1,033.7 1.0 0.6 64.00 40.0 11.8 7.3 75.8 47.3
13 H50,R20 1.67 1,698.7 1,020.2 1.0 0.6 62.00 37.2 12.1 7.2 74.1 44.5
14 H51,R21 1.73 1,698.7 981.0 1.0 0.6 12.1 7.0 12.1 7.0
15 H52,R22 1.80 1,698.7 943.2 1.0 0.6 12.1 6.7 12.1 6.7
16 H53,R23 1.87 1,698.7 906.9 1.0 0.5 12.1 6.4 12.1 6.4
17 H54,R24 1.95 1,698.7 872.1 1.0 0.5 12.1 6.2 12.1 6.2
18 H55,R25 2.03 1,698.7 838.5 1.0 0.5 12.1 6.0 12.1 6.0
19 H56,R26 2.11 1,698.7 806.3 1.0 0.5 12.1 5.7 12.1 5.7
20 H57,R27 2.19 1,698.7 775.3 1.0 0.5 12.1 5.5 12.1 5.5
21 H58,R28 2.28 1,698.7 745.4 1.0 0.4 12.1 5.3 12.1 5.3
22 H59,R29 2.37 1,698.7 716.8 1.0 0.4 12.1 5.1 12.1 5.1
23 H60,R30 2.46 1,698.7 689.2 1.0 0.4 12.1 4.9 12.1 4.9
24 H61,R31 2.56 1,698.7 662.7 1.0 0.4 12.1 4.7 12.1 4.7
25 H62,R32 2.67 1,698.7 637.2 1.0 0.4 12.1 4.5 12.1 4.5
26 H63,R33 2.77 1,698.7 612.7 1.0 0.4 12.1 4.3 12.1 4.3
27 H64,R34 2.88 1,698.7 589.1 1.0 0.3 12.1 4.2 12.1 4.2
28 H65,R35 3.00 1,698.7 566.5 1.0 0.3 12.1 4.0 12.1 4.0
29 H66,R36 3.12 1,698.7 544.7 1.0 0.3 12.1 3.9 12.1 3.9
30 H67,R37 3.24 1,698.7 523.7 1.0 0.3 12.1 3.7 12.1 3.7
31 H68,R38 3.37 1,698.7 503.6 1.0 0.3 12.1 3.6 12.1 3.6
32 H69,R39 3.51 1,698.7 484.2 1.0 0.3 12.1 3.4 12.1 3.4
33 H70,R40 3.65 1,698.7 465.6 1.0 0.3 12.1 3.3 12.1 3.3
34 H71,R41 3.79 1,698.7 447.7 1.0 0.3 12.1 3.2 12.1 3.2
35 H72,R42 3.95 1,698.7 430.5 1.0 0.3 12.1 3.1 12.1 3.1
36 H73,R43 4.10 1,698.7 413.9 1.0 0.2 12.1 2.9 12.1 2.9
37 H74,R44 4.27 1,698.7 398.0 1.0 0.2 12.1 2.8 12.1 2.8
38 H75,R45 4.44 1,698.7 382.7 1.0 0.2 12.1 2.7 12.1 2.7
39 H76,R46 4.62 1,698.7 368.0 1.0 0.2 12.1 2.6 12.1 2.6
40 H77,R47 4.80 1,698.7 353.8 1.0 0.2 12.1 2.5 12.1 2.5
41 H78,R48 4.99 1,698.7 340.2 1.0 0.2 12.1 2.4 12.1 2.4
42 H79,R49 5.19 1,698.7 327.1 1.0 0.2 12.1 2.3 12.1 2.3
43 H80,R50 5.40 1,698.7 314.5 1.0 0.2 12.1 2.2 12.1 2.2
44 H81,R51 5.62 1,698.7 302.4 1.0 0.2 12.1 2.1 12.1 2.1
45 H82,R52 5.84 1,698.7 290.8 1.0 0.2 12.1 2.1 12.1 2.1
46 H83,R53 6.07 1,698.7 279.6 1.0 0.2 12.1 2.0 12.1 2.0
47 H84,R54 6.32 1,698.7 268.9 1.0 0.2 12.1 1.9 12.1 1.9
48 H85,R55 6.57 1,698.7 258.5 1.0 0.2 12.1 1.8 12.1 1.8
49 H86,R56 6.83 1,698.7 248.6 1.0 0.1 12.1 1.8 12.1 1.8
50 H87,R57 7.11 1,698.7 239.0 1.0 0.1 12.1 1.7 12.1 1.7
51 H88,R58 7.39 1,698.7 229.8 1.0 0.1 12.1 1.6 12.1 1.6
52 H89,R59 7.69 1,698.7 221.0 1.0 0.1 12.1 1.6 12.1 1.6
53 H90,R60 7.99 1,698.7 212.5 1.0 0.1 12.1 1.5 12.1 1.5
54 H91,R61 8.31 1,698.7 204.3 1.0 0.1 12.1 1.5 12.1 1.5
55 H92,R62 8.65 1,698.7 196.5 1.0 0.1 12.1 1.4 12.1 1.4
56 H93,R63 8.99 1,698.7 188.9 1.0 0.1 12.1 1.3 12.1 1.3
57 H94,R64 9.35 1,698.7 181.6 1.0 0.1 12.1 1.3 12.1 1.3
58 H95,R65 9.73 1,698.7 174.7 1.0 0.1 12.1 1.2 12.1 1.2
59 H96,R66 10.12 1,698.7 167.9 1.0 0.1 12.1 1.2 12.1 1.2
60 H97,R67 10.52 1,698.7 161.5 1.0 0.1 12.1 1.1 12.1 1.1
61 H98,R68 10.94 1,698.7 155.3 1.0 0.1 12.1 1.1 12.1 1.1
62 H99,R69 11.38 1,698.7 149.3 1.0 0.1 12.1 1.1 12.1 1.1
63 H100,R70 11.83 1,698.7 143.6 1.0 0.1 12.1 1.0 12.1 1.0

124,057.2 75,315.4 2,412.0 5,168.9 880.8 604.9 3,292.8 5,773.8
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合計
経済性 Ｂ／Ｃ

建設費+維持費

現在価値
第11表

治水事業

指数
①費用

⑤現在
価値

①×④

①費用
⑤現在
価値

①×④

単位：百万円 鳴瀬川水系 洞堀川

期間 年度t

デフレー
ター ③
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割引率

便益（B）
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